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普通会計

　市の一般会計や特別会計の平成 23 年度の決算が 10 月の決

算特別委員会で審議され、12 月定例議会で認定されました

ので、皆さまが納めた税金や負担金、国や県からの補助金な

どの収入がどのくらいで、どのように使われたのかを、前年

度決算と比較分析して、お知らせいたします。

　すべて普通会計ベース（普通会計…一般会計・診療所・斎

場・天草四郎メモリアルホール特別会計）

※各会計の歳入歳出決算は表 6を参照

表１．歳入� （単位：百万円）
項　　目 Ｈ23決算 Ｈ22決算（比較）

自主財源 4,358 3,613 （745）
地 方 税 2,221 2,218 （3）

繰 入 金 160 117 （43）

繰 越 金 1,220 603 （617）

諸 収 入 375 257 （118）

その他（※1） 382 418 （△36）

依存財源 14,164 14,654 （△490）
地方譲与税等（※2） 468 493 （△25）

地方交付税等（※3） 8,706 8,713 （△7）

国 庫 支 出 金 2,070 2,589 （△519）

県 支 出 金 1,324 1,373 （△49）

地 方 債 1,596 1,486 （110）

合　　計 18,522 18,267 （255）

　
歳
出
の
特
徴
は
、円
グ
ラ
フ（
歳

出
・（
目
的
別
））
の
と
お
り
歳
出

総
額
に
対
し
て
社
会
保
障
経
費
で

あ
る
民
生
費
に
お
い
て
30
％
、
主

に
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
借
入

れ
た
地
方
債
償
還
費
で
あ
る
公
債

費
に
お
い
て
14
％
と
、
こ
の
両
経

費
で
44
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
社
会
保
障
経
費
に
お
い

て
は
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
対
策
等

の
公
共
事
業
に
よ
る
地
方
債
の
増

発
の
影
響
で
公
債
費
が
多
額
と

な
っ
て
お
り
、
歳
入
が
減
少
す
る

中
、
他
の
経
費
へ
の
影
響
が
大
き

く
、「
予
算
の
質
」
の
向
上
を
目

指
す
本
市
に
と
っ
て
は
、
地
方
債

の
負
担
軽
減
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
今
後
も
厳
し
い
制
限
基
準
を

設
け
計
画
的
な
地
方
債
発
行
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

歳入
185億2,153万6千円

（前年度1.4％増）

※１　その他…分担金及び負担金、使用料及び手数料、
財産収入、寄附金

※２　地方譲与税等…地方譲与税、利子割交付金、配当
割交付金、株式譲渡所得割交付金、地方消費税交付
金、ゴルフ場利用税 交付金、自動車取得税交付金、
交通安全特別対策交付金

※３　地方交付税等…地方交付税、地方特例交付金

歳
出
の
内
訳（
目
的
別
）表
２

 

円
グ
ラ
フ
（
歳
入
）
の
地
方
税

か
ら
右
回
り
に
そ
の
他
ま
で
が
自

主
財
源
で
あ
り
地
方
譲
与
税
等
か

ら
地
方
債
ま
で
が
依
存
財
源
と
な

り
ま
す
。
こ
の
図
を
見
て
い
た
だ

く
と
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
歳
入

総
額
に
対
し
て
自
主
財
源
比
率

（
繰
入
金
・
繰
越
金
含
む
）
は
約

24
％
、
依
存
財
源
比
率
は
約
76
％

と
な
っ
て
お
り
、
今
も
国
や
県
等

か
ら
の
財
源
に
頼
り
き
っ
た
歳
入

構
造
か
ら
は
脱
し
て
い
な
い
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

依
存
財
源
の
中
で
も
地
方
交
付
税

等
は
、
歳
入
総
額
の
47
％
を
占
め

て
お
り
、
国
の
意
思
決
定
に
左
右

さ
れ
や
す
い
ぜ
い
弱
な
財
政
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳

表２．歳出（目的別）� （単位：百万円）

項　目 Ｈ23 Ｈ22決算（比較）

議 会 費 221 159 （62）

総 務 費 2,527 2,898 （△371）

民 生 費 5,258 5,099 （159）

衛 生 費 1,455 1,592 （△147）

労 働 費 252 185 （67）

農 林 水
産 業 費

933 1,165 （△232）

商 工 費 355 339 （16）

土 木 費 946 1,162 （△216）

消 防 費 635 643 （△8）

教 育 費 2,234 1,408 （826）

災 害
復 旧 費 96 27 （69）

公 債 費 2,436 2,371 （65）

合 計 17,338 17,048 （290）

歳 入

地方税
12％

地方交付税等
47％

国庫支出金
11％

県支出金
７％

地方債
９％

繰入金 １％
繰越金 ７％
諸収入 ２％

その他 ２％
地方譲与税等 ２％
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表３．歳出（性質別）� （単位：百万円）

項　　目 Ｈ23決算 Ｈ22決算（比較）

義務的経費 8,201 7,973 （228）

人 件 費 2,992 2,874 （118）

扶 助 費 2,773 2,728 （45）

公 債 費 2,436 2,371 （65）

その他の経費 6,598 6,499 （99）

物 件 費 1,600 1,315 （285）

維 持 補 修 費 67 59 （8）

補 助 費 等 1,996 2,045 （△49）

積 立 金 738 951 （△213）

投資出資貸付金 204 207 （△3）

繰 出 金 1,993 1,922 （71）

投資的経費 2,539 2,576 （△37）

普通建設事業 2,443 2,550 （△107）

災害復旧事業 96 26 （70）

合　　計 17,338 17,048 （290）

平成
23年度

　
歳
出
を
性
質
別
に
区
分
す
る

と
、表
３
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

円
グ
ラ
フ
（
歳
出
・（
性
質
別
））

の
右
側
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
）
は
義
務
的
経
費
で
任
意
に

節
減
で
き
な
い
経
費
で
す
。
こ
れ

が
歳
出
総
額
の
約
50
％
を
占
め
て

お
り
、
こ
の
こ
と
は
弾
力
性
の
な

い
極
め
て
硬
直
し
た
財
政
運
営
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。 歳

出
の
内
訳（
性
質
別
）

決算報告決算報告

歳出
173億3,776万3千円

（前年度1.7％増）

人件費
17％

扶助費
16％

公債費
14％

物件費
9％

普通建設事業
14％

補助費等
12％

繰出金
12％

積立金 4％

議会費 1％

総務費
15％

民生費
30％

衛生費
8％

農林水産
業費 5％

労働費 1％

土木費
6％

消防費 4％

公債費
14％

投資出資貸付金 1％

教育費 
13％

商工費 2％

歳 出
（性質別）

歳 出
（目的別）

災害復旧事業 1％

災害復旧費 1％
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家
計
に
お
き
か
え
る
と
…
。

表４．上天草家の歳出（実際の金額の 1 万分の 1） （単位：千円）

項目

食　費 医　療 返　済 衣　類 車　検

H23 299 277 243 160 7

H22 287 273 237 132 6

項目

交　際 預　金 学　費 環　境

合　計

H23 200 74 220 254 1,734
H22 204 95 213 258 1,705

　
平
成
23
年
度
決
算
を
家
計
に
お

き
か
え
て
み
ま
す
。

　「
上
天
草
家
」
夫
婦
と
、
会
社

勤
め
、
学
生
の
子
ど
も
が
一
人
ず

つ
、
祖
父
母
が
別
世
帯
で
生
活
し

て
い
る
と
設
定
し
ま
す
。

　
上
天
草
家
の
家
計
の
決
算

を
見
て
み
る
と
、
収
入
は

１
８
５
万
２
千
円
で
す
。
そ
の
内

訳
と
し
て
は
、
父
親
の
給
料
（
地

方
税
）
22
万
２
千
円
と
、
母
親
の

パ
ー
ト
収
入
と
息
子
の
収
入
（
税

外
収
入
）
12
万
２
千
円
。
で
も
そ

れ
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
の
で
、

祖
父
母
か
ら
は
仕
送
り
（
地
方
交

付
税
等
）
１
２
１
万
１
千
円
を
も

ら
い
、
銀
行
（
地
方
債
の
発
行
）

か
ら
16
万
円
借
り
入
れ
て
、
や
り

繰
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
出
費
の
内
容
と
し
て
は
、
家
庭

で
は
欠
か
せ
な
い
食
費
・
光
熱
費

（
人
件
費
）
に
29
万
９
千
円
、
病

院
代
や
親
の
介
護
費
用（
扶
助
費
）

に
27
万
７
千
円
、
こ
の
病
院
代

は
、
祖
父
母
の
高
齢
化
に
よ
り
今

後
ま
す
ま
す
費
用
が
か
か
り
そ
う

で
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
借
金
の

返
済
（
公
債
費
）
に
は
24
万
３
千

円
も
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
つ
の
支
出
だ
け
で
も
約

50
％
を
占
め
、
苦
し
い
台
所
事
情

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
自
宅
の
環
境
を
良
く
す

る
た
め
改
修
費
（
投
資
的
経
費
）

を
25
万
４
千
円
使
っ
て
、
集
中
的

に
投
資
す
る
こ
と
で
改
修
を
終
わ

ら
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
子
ど
も
が
大
学
生
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
学
費
（
繰
出
金

等
）
と
し
て
、
22
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
家
計
を
窮
屈

に
し
て
い
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

す
の
で
、
と
て
も
夫
婦
で
稼
い
だ

お
金
（
自
主
財
源
）
29
万
７
千
円

で
は
賄
い
き
れ
ず
、
祖
父
母
か
ら

の
仕
送
り
や
借
金
等（
依
存
財
源
）

１
４
１
万
７
千
円
が
な
い
と
生
活

で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
家
計
を
苦
し
め
て
い
る
ロ
ー

ン
現
在
高
（
地
方
債
現
在
高
）

は
、
年
々
減
少
し
て
い
る
も
の
の

１
９
３
万
３
千
円
、
夫
の
月
の
給

与
の
お
お
よ
そ
９
倍
あ
り
、
こ
れ

は
、家
の
改
修
を
行
っ
た
時
の「
借

り
過
ぎ
た
借
金
」
が
一
番
の
問
題

点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

食費・光熱水費����人件費

医療��������������扶助費

ローン返済��������公債費

衣類��������������物件費

車検����������維持補修費

交際費����������補助費等

預金��������������積立金

学費 ��� 繰出金、投資出資
　　　　　　および貸付金

環境����������投資的経費

表５．上天草家の歳入（実際の金額の１万分の 1） （単位：千円）

項目

給　料 パート 預金引出 繰越金

H23 222 75 16 122
H22 222 68 12 60

項目

仕送り 息子収入 ローン

合　計

H23 1,210 47 160 1,852
H22 1,267 49 149 1,827

自主財源
　父の給料����������������������地方税

　母のパート��������������������　　　

　　 分担金および負担金、使用料および手

数料、財産収入、寄附金、諸収入

　預金引出����������������������繰入金

　前月繰越金��������������������繰越金

依存財源
　仕送り������������������������　　　

　　 地方交付税、地方特例交付金、国支出

金、県支出金

　息子収入������地方譲与税、各種交付金

　ローン������������������������地方債
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主
な
財
政
指
標
で
あ
る
表
７
を

見
る
と
、
前
年
度
よ
り
、
悪
化
し

た
指
標
と
、
好
転
し
た
指
標
の
両

方
が
あ
り
ま
す
。
悪
化
し
た
指

標
か
ら
見
て
い
く
と
、
経
常
収

支
比
率
は
90･

７
％
と
な
り
、
前

年
度
よ
り
悪
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
主
に
国
の
地
方
政
策
変

化
に
伴
う
一
般
財
源
の
減
収
が

原
因
で
す
。
ま
た
財
政
力
指
数

は
、
０
・
２
５
５
に
悪
化
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
税
が
不
況
等

の
要
因
に
よ
り
低
迷
し
て
い
る
こ

と
が
原
因
で
す
。
好
転
し
た
指
標

を
見
て
い
く
と
、
自
主
財
源
比
率

は
、
23
・
５
％
に
好
転
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
主
に
繰
越
金
の
大

幅
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
実
質
公

債
費
比
率
は
13
・
５
％
に
好
転
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
債
費
に

充
て
る
負
担
金
の
減
に
よ
る
も
の

で
す
。
地
方
債
残
高
は
、
前
年
度

に
比
べ
、
５
億
３
千
８
百
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
今
後
も
計
画
的
な

償
還
に
努
め
ま
す
。
積
立
金
は
、

５
億
１
百
万
円
を
積
み
増
し
ま
し

た
。
財
政
的
な
困
難
や
甚
大
な
災

害
時
の
た
め
に
備
え
て
積
立
て
て

お
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の

安
全
弁
と
し
て
適
正
な
額
に
近
づ

い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

表７．財政指標� （単位：％、百万円）
項　目 自主財源比率（※4）経常収支比率（※5）実質公債費比率（※6） 地方債現在高 積立金現在高 財政力指数（※7）

Ｈ23決算 23.5 90.7 13.5 19,331 2,599 0.255

Ｈ22決算 19.8 85.2 14.7 19,869 2,098 0.264

比較 3.7（好転） 5.2（悪化） △1.2（好転） △538（好転） 501（好転） △0.009（悪化）

※４ 自主財源比率…市町村独自に調達しうる財源が、歳入総額に対しどの程度あるのかを示すものです。（繰入金・
繰越金を含んで算出）

※５ 経常収支比率…財政の硬直度を示すものであり、高いほど臨時的な経費に対応できない柔軟性に欠ける状況を
示します。（妥当と認められる数値、町村 70％、市 75％）

※６ 実質公債費比率…関係する公債費の資金繰りが財政運営に及ぼす危険度を示すものです。（地方債許可基準は
18.0％未満）

※７ 財政力指数…地方公共団体の財政力を示すものです。1.0 を超えていれば、国に頼らない自力での財政運営が
可能であるということになります。

表６．平成 23年度各会計の決算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　計　名
平成 23年度決算 平成 22年度決算 増減額

歳入額 歳出額 歳入額 歳出額 歳入額 歳出額

一般会計 18,420,584 17,251,017 1,866,439 16,955,633 254,145 295,354

特別会計 8,914,225 8,748,887 8,765,030 8,620,846 149,195 128,041

　国民健康保険（事業勘定） 4,983,986 4,843,097 4,925,937 4,845,658 58,049 △ 2,561

　老人保健医療 0 0 4,969 4,969 △ 4,969 △ 4,969

　診療所 84,687 78,709 73,317 67,194 11,370 11,515

　介護保険 3,079,335 3,082,477 2,929,877 2,888,512 149,458 193,965

　斎場 23,961 19,850 93,897 90,045 △ 69,936 △ 70,195

　天草四郎メモリアルホール 31,599 27,482 35,574 36,807 △ 3,975 △ 9,325

　後期高齢者医療 354,875 351,421 350,351 347,571 4,524 3,850

　公共下水道事業 339,832 329,909 355,165 324,149 4,667 5,760

　物揚場造成事業 15,950 15,942 15,943 15,941 7 1

公営企業会計 4,310,887 4,231,341 4,225,013 4,056,849 85,874 174,492

　上水道事業（税抜き後） 838,807 840,621 556,378 833,958 △ 17,571 6,663

　病院事業（税抜き後） 3,472,080 3,390,720 3,368,635 3,222,891 103,445 167,829

合　　　計 31,645,696 30,231,245 31,156,482 29,633,358 489,214 597,887

※普通会計決算は、一般会計、診療所・斎場・天草四郎メモリアルホール特別会計の合算額になりますが、純計操作
をしており、単純に４会計の合算額ではありません。また、老人保健医療は平成 22 年度をもって廃止となりました。

財
政
指
標
か
ら
見
る

上
天
草
市
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リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
の
取
組
み
実
績

～
よ
り
健
全
で
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
て
～

①
自
主
財
源
の
確
保

最
も
大
切
な
財
源
で
あ
る
市
税

を
は
じ
め
、
使
用
料
等
の
徴
収

率
の
向
上
に
取
り
組
み
、ま
た
、

不
要
な
財
産
と
思
わ
れ
る
施
設

等
の
処
分
を
進
め
て
、
効
率
的

な
運
用
を
図
り
ま
し
た
。

　②
職
員
給
与
等
の
見
直
し

職
員
数
の
削
減
（
新
規
採
用
の

抑
制
等
）に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
給
与
お
よ
び
各
種
手
当
に

つ
い
て
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠

し
た
適
正
化
と
併
せ
て
、
市
独

自
の
期
末
手
当
カ
ッ
ト
等
を
行

い
ま
し
た
。
職
員
以
外
に
も
市

長
等
の
期
末
手
当
の
削
減
、
議

員
定
数
の
削
減
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。

③
地
方
債
（
市
の
借
金
）
の
効
率

的
な
返
済

貸
付
利
率
が
高
い
頃
に
借
り
た

地
方
債
に
つ
い
て
、
効
率
的
な

繰
上
償
還
を
行
い
、
今
後
の
利

子
支
払
い
の
軽
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

④
組
織
の
再
編

行
政
区
と
消
防
団
組
織
を
見
直

し
、
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

⑤
施
設
管
理
経
費
の
見
直
し

公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
に
、

指
定
管
理
者
制
度
や
民
営
化
等

の
導
入
を
進
め
ま
し
た
。

　⑥
内
部
事
務
管
理
経
費
の
削
減

職
員
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
た

せ
、
民
間
を
手
本
と
し
た
先
進

的
か
つ
無
駄
の
な
い
予
算
執

行
に
努
め
ま
し
た
。

⑦
補
助
金
・
負
担
金
の
削
減

各
種
団
体
に
交
付
す
る
補
助

金
・
負
担
金
を
策
定
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
補
助
制

度
を
見
直
し
ま
し
た
。

⑧
繰
出
金
の
見
直
し

特
別
・
企
業
会
計
に
は
、
一
般

会
計
か
ら
資
金
を
繰
り
出
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
基
準
を
厳
し

く
し
て
、
繰
出
金
の
抑
制
を
図

り
ま
し
た
。

⑨
投
資
的
経
費
の
検
討

市
で
は
、
普
通
建
設
事
業
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
計
画
通
り
に

工
事
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

査
定
基
準
を
見
直
し
、
事
業
費

抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

　
財
政
健
全
化
と
行
政
改
革

　
　
　
　（
適
切
な
歳
入
確
保
と
節
費
の
縮
減
を
図
る
）

　
危
機
的
な
財
政
状
況
に
あ
っ
た
上
天
草
市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
財
政
健
全
化
計
画
（
リ
バ
イ
バ

ル
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
計
画
を
推
し

進
め
た
結
果
、
計
画
終
了
年
度
の
平
成
23
年
度
ま
で
に
、
行
財
政
効
率
化
に
一
定
以
上
の
成
果
を
出

す
こ
と
に
成
功
し
、
当
時
の
危
機
的
状
況
か
ら
は
脱
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
は
、
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
の
取
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
、
ご
報
告
し
ま
す
。

　
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
は
、
市

の
危
機
的
な
財
政
状
況
を
克
服
す

る
べ
く
、
平
成
19
年
度
か
ら
23
年

度
の
５
カ
年
計
画
と
し
て
策
定
さ

れ
た
財
政
健
全
化
計
画
の
こ
と
で

す
。

　「
再
生
か
ら
自
立
へ
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
、
上
天
草
市
の
財

政
構
造
の
弱
点
を
分
析
し
、
単
純

な
歳
出
削
減
策
で
は
な
く
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
小
さ
く
と
ど
め

な
が
ら
、
予
算
の
質
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
、
計
画
方
針
と
し
て
進

め
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
の
減
額
等

の
外
部
か
ら
受
け
る
財
政
的
な
影

響
に
備
え
る
べ
く
、
地
方
債
の
早

期
償
還
や
、
財
政
調
整
基
金
（
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
貯
金
に
相

当
）
の
積
立
額
に
も
、
目
標
を
定

め
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
に
は
、
第
二
次
リ

バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
平

成
25
年
ま
で
の
２
カ
年
計
画
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
」こ
と
を
方
針
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
と
集
中
を

推
し
進
め
、
将
来
の
上
天
草
市
の

発
展
の
礎
を
築
く
べ
く
、
目
標
達

成
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
は
…

分　析

目　標

具体化

策　定

■リバイバルプラン策定のイメージ図
計画の実施（Ｈ 19～Ｈ 23）、進捗評価（随時）、検証（Ｈ 24）

近況の財政状況の悪化の原因を
他市と比較しながら分析する。

自主財源が少なく、義務

的・投資的経費が多いこ

と等が判明した。

財政健全化の方針を、分析結果
を踏まえ、具体的に示す。

示された方針を基に、５

カ年での財政指標の推移

目標を定める。

各取組み事項の年度ごと

の具体的な目標効果額を

定める。

具体化した目標効果額を組込ん
だ５カ年の財政計画を作成する。

策定したリバイバルプラ

ンの内容を全部署間で強

力に共有する。

財政指標の目標を達成するため
に必要な取組み事項を示す。
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行財政改革の方向性（９つ）具体的な取組み（16項目）効果額（※１） 具体的な実績内容

①自主財源の拡充

地方税の増収対策 79,211 千円 市税等の収納率向上

使用料の見直し 104 千円 斎場使用料の見直し

財産の有効活用 77,276 千円 不要な市有財産売払等の財産整理

②職員給与等の見直し

職員定数の削減 1,704,387 千円 新規職員採用数の抑制、勧奨退職の推進

期末勤勉手当の削減 126,392 千円 平成 19 ～ 21 年度の間、期末手当を削減

その他人件費の削減 108,107 千円 議員定数の削減、特別職手当の削減

③地方債の効率的な返済 効率的な繰上償還 842,106 千円 利率の高い地方債を繰上償還

④組織の再編
行政区の見直し 2,441 千円 教良木地区の統合

消防団組織の見直し 2,006 千円 報酬の改定、副分団長制の廃止

⑤施設管理経費の見直し
指定管理者制の導入 75,279 千円 体育施設・キャンプ場の指定管理化

施設の統廃合 2,676 千円 屋外トイレ等の廃止

⑥内部事務管理経費の削減 事務管理経費の削減 357,973 千円 賃金・使用料の削減、備品等の共有化

⑦補助金・負担金の削減
市単独補助金の削減 16,066 千円 市単独補助金の額を 3割減

協議会等負担金の削減 2,605 千円 会議出席負担金等の廃止

⑧繰出金の見直し 各種繰出金の見直し 1,270,570 千円 特別・企業会計への繰出し基準を見直し

⑨投資的経費の検討 普通建設事業の抑制 1,486,207 千円 査定段階での普通建設事業費の減

合計 6,153,406 千円

　
上
天
草
市
で
は
、
リ
バ
イ
バ
ル

プ
ラ
ン
を
基
に
、
自
主
財
源
の
拡

充
、
膨
れ
た
借
金
の
解
消
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
に
よ
る
財
政

健
全
化
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
当
プ
ラ
ン
で
は
、
主
に
９
つ
の

方
向
性
に
基
づ
く
16
項
目
の
改
革

に
着
手
し
、
効
率
化
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　■
５
年
間
で
の
取
組
み
の
成
果

　
16
項
目
の
改
善
に
よ
り
、
５
年

間
で
約
62
億
円
の
消
滅
効
果
を
得

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
構
造

の
深
く
ま
で
切
り
込
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
市
の
財
政
が
由
々
し
き
状

況
で
あ
る
こ
と
を
職
員
一
人
ひ
と

り
が
改
め
て
認
識
し
、
コ
ス
ト
意

識
と
市
民
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
両
立
す
る
行
財
政
運

営
を
追
及
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
意
識
を
よ
り
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
本
プ
ラ
ン
で
の
成
果
を
生
か

し
、「
財
政
再
生
」
か
ら
「
財
政

強
化
」へ
と
目
標
を
一
歩
進
め
て
、

安
定
し
た
上
天
草
市
の
運
営
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

■
財
政
指
標
の
目
標
と
達
成
状
況

　
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
で
は
、
財

政
健
全
化
の
目
安
と
し
て
、
６
つ

の
財
政
指
標
を
定
め
、
５
年
間
で

の
改
善
目
標
値
を
示
し
ま
し
た
。

　
達
成
状
況
を
見
て
い
き
ま
す

と
、改
革
の
成
果
が
表
れ
て
お
り
、

６
つ
の
指
標
の
う
ち
、
４
つ
に
つ

い
て
、目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
実
質
公
債
費
比
率
と
財
政

将
来
の
安
定
の
た
め
に
財
政
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
し
た

■表 1．リバイバルプランの主な取り組みと成果（平成 19年から平成 23年にかけての実績）

■表 2．財政指標の目標と実績

財政指標 Ｈ 23年度
目標①

Ｈ 23年度
実績②

差
（② -①）

①経常収支比率 (%) 96.1 90.7 △ 5.4

②自主財源比率 (%) 21.3 17.4 △ 3.9

③実質公債費費比率 (%) 16.5 13.5 △ 3.0

④地方債現在高 (百万円 ) 19,432 19,331 △ 101

⑤市民一人当たりの借金 (百万円） 598 623 25

⑥財政調整基金（百万円） 580 1,978 1,398

■財政指標の解説
①経常収支比率…経常的経費に経常的歳入がどの程度充当されているかを示す

指標。この数値が低いほど、柔軟性のある財政構造ということになります。

②自主財源比率…自主的に収入できる財源の歳入総額に占める割合。この数値

が高いほど、自立した財政運営を行っていることになります。

③実質公債費比率…公債費（借金の返済額）が、市の財政に与えている負担を

示す指標。この数値が高いほど、返済が財政の負担になっているを示します。

④地方債現在高…市の資金不足を補うために、借り入れた地方債（借金）の残高。

平成 18 年から 23 年の 5年間で、40 億円強の残高を減らしています。

⑤市民一人当たりの借金…地方債現在高を各年度末の人口で割った金額。平成

23 年度は、31,008 人（住民基本台帳による）で割っています。

⑥財政調整基金…財政上の緊急時や甚大な災害、調整のために積み立てている

基金。地方自治体にとっての実質的な貯金額を示すものです。

調
整
基
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
大

き
な
改
善
が
見
ら
れ
て
お
り
、
市

の
財
政
運
営
の
健
全
化
を
示
す
も

の
で
す
。
し
か
し
、
長
引
く
不
況

の
影
響
が
大
き
く
、
自
主
財
源
比

率
と
市
民
一
人
当
た
り
の
借
金
に

つ
い
て
は
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も

財
政
上
の
ぜ
い
弱
な
基
盤
の
建
て

直
し
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
は
、
市
の
一
般

会
計
か
ら
独
立
し
た
特
別
会
計
を

設
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
度
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

　
平
成
20
年
４
月
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
75
歳
以
上
の
国
保
加
入
者

と
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65
歳
以

上
の
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
し
、
退
職
者
医
療
制
度
の

該
当
年
齢
も
75
歳
以
下
か
ら
65
歳

以
下
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
国
保
の
加
入
者
数

や
退
職
者
医
療
被
保
険
者
数
が
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
制
度
改
正
の
あ
っ
た
平
成
20

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
は

９
億
７
７
８
１
万
円
と
な
り
、
平

成
19
年
度
の
12
億
１
７
４
４
万
円

に
比
べ
、
３
億
７
２
６
１
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
加
入
者
数
の
減
少
や

経
済
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、

平
成
23
年
度
は
８
億
４
４
８
２
万

円
と
な
り
、
さ
ら
に
減
少
し
ま
し

た
。

○
健
全
な
国
保
運
営
が
で
き
る
よ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
一
般
会
計
か
ら
赤
字
補
て
ん
分

と
し
て
繰
入
れ
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
決
算
上
で
は
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
赤
字
補
て
ん

分
を
差
し
引
く
と
赤
字
と
な
り
ま

す
。

　
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病
の
増

加
、医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

加
入
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
安
定
し
た
国
保
の
運
営
を
行
う

た
め
に
は
、
歳
入
の
確
保
は
も
ち

ろ
ん
、
医
療
費
の
削
減
を
図
る
こ

と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
健
全
な
国
保
運
営
が
で
き
る
よ

う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

上
天
草
市
国
民
健
康
保
険
の

財
政
状
況

国庫支出金　30％

県支出金
　5％

療養給付費交付金
（退職）6％

前期高齢者
交付金
17％一般会計繰入金　6％

前年度繰越金　2％

共同事業交付金
　　　13％

一般会計繰入金
（赤字補てん）
　　5％

■平成 23 年度国民健康保険財政決算状況

歳入

保険給付費　68％

後期高齢者支援金
　　　10％

介護納付金　5％

共同事業拠出金
　　　14％

歳出

手数料・財産収入・
諸収入　０％

基金積立金　1％
保健事業費　1％

諸支出金等　1％

前期高齢者納付金等　０％
総務費　０％

表１．歳入　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
項　　目 Ｈ23決算 Ｈ22決算（比較）

国庫支出金 1,519,781 1,498,061 21,720

県支出金 230,735 239,986 △9,251

療養給付費交付金
（退職） 274,849 275,414 △565

前期高齢者交付金 861,102 779,999 81,103

一般会計繰入金 291,736 316,343 △24,607

前年度繰越金 80,279 155,886 △75,607

共同事業交付金 641,500 635,954 5,546

国保税 844,824 852,951 △8,127

一般会計繰入金
（赤字補てん） 225,971 154,165 71,806

手数料・財産収
入・諸収入 13,203 17,178 △3,975

合　　計 4,983,980 4,925,937 58,043

国保税　17％

表２．歳出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
項　　目 Ｈ23決算 Ｈ22決算（比較）

保険給付費 3,290,394 3,243,692 46,702

後期高齢者支援金 491,759 452,712 39,047

介護納付金 262,182 240,497 21,685

共同事業拠出金 678,915 678,915 688,875

基金積立金 30,130 100,000 △69,870

保健事業費 28,386 28,714 △328

諸支出金等 43,239 67,103 △23,864

前期高齢者納付金
等 1,465 805 660

総務費 16,627 23,260 △6,633

合　　計 4,843,097 4,845,658 △2,561

【問合せ先】　保健課国民健康保険係　☎ 0969（28）3354
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　10 月 12 日、教良木中で東熊会会員による「里帰

り講話」が実施されました。「大人の社会で求めら

れること～能力の発揮～」をテーマに株式会社ヒー

ト・ビート代表取締役プリンシパルの池田輝久氏が

講話し同中の生徒は、社会人としての自立に向けて、

今の中学校生活でできることについて考えました。

　この「里帰り講話」は首都圏在住の熊本県出身の

企業役員で構成された任意の親睦団体である東熊会

の会員が里帰りの機会を利用して、ボランティアで

実施しているものです。　

　講話の中で池田さんは、できる人になるための生

活習慣として「挨拶をする」「手を上げて意見を言う」

などを例にあげ、生徒に熱心に語りかけていました。

　10 月 27 日、松島総合センター「アロマ」で第２回市民公開講座「がん講演会」が行われ、市保健課職

員の中田智子保健師と湖東がんサロン代表の堀田めぐみ氏が講演しました。中田保健師は市のがん検診の

現状と受診の必要性を説明し「年に１回はがん検診を受けましょう」と訴えました。堀田さんは自らもが

ん患者であり、自身の経験を振り返りながら、がんになっても自分らしく生きることの大切さと検診の必

要性を訴えました。また、がん患者やその家族が集まる交流の場である「がんサロン」の県内の状況につ

いても話されました。

10/27
がんになっても私らしく生きる

第２回市民公開講座「がん講演会」

東熊会会員による「里帰り講話」
　10 月 14 日に、「棚田ふれあい探訪ツアー」が行

われ、熊本市内などから約 60 人が参加して、棚田

散策をはじめ、から芋堀りや不知火海クルージング

などを楽しみました。

　この探訪ツアーは棚田の役割をはじめ、自然の景

観を守る重要性などを知ってもらおうと、市と大作

山地区が実施しているものです。棚田探索やから芋

堀りを終えた一行は、龍ヶ岳山頂で地元の方や活性

化グループが調理した郷土料理と棚田米のおにぎり

に舌鼓を打っていました。

　なお、龍ヶ岳町の大作山地区の棚田は、平成 11

年に農水省認定の「日本の棚田百選」に「大作山の

千枚田」として天草地域で唯一認定されています。

棚田ふれあい探訪バスツアー

10/14
棚田の役割を知って

10/12
自立した社会人に向けて今できること
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　11 月９日、教良木保育園の園児 15 人が秋空の下、消防職員や地区消防団に誘導され市道約１㎞をパレー

ドし、拍子木を打ち鳴らしながら「火の用心」と、元気な声で住民や道行く人に火災予防を呼び掛けました。

　これは、秋の全国火災予防運動に合わせて行われたもので、火災が発生しやすい季節を迎えるにあたり、

住民一人ひとりに火災予防を呼び掛けるものです。市内の各保育園でも同様に幼年消防クラブ等園児によ

る防火パレードが行われ、それぞれの地区で防災を呼び掛けました。

11/９
戸締り用心！火の用心！

教良木保育園防火パレード

　10 月 20 日、旧二間戸小学校跡地（現本郷公民館）

で、二間戸小学校記念碑保存会（浦本秀敏会長）が

二間戸小学校同窓生名簿板除幕式を行いました。

　式では、神事を行ったあと、参加者全員で二間戸

小学校校歌を斉唱。浦本会長は「皆さん、思い出や

愛着を多くもっていると思う。これからも記念碑と

ともに、この名簿板も末永く見守ってもらいたい」

と当時のことを振り返りながらあいさつしました　

　この名簿板には、3284 人の同窓生（明治 26 年か

ら昭和 41 年までの卒業生と在校生）と校章・校舎

全景・校歌が掲載されており、費用は記念碑建設事

業と同保存会会員の寄付でまかなわれています。

　

10/20
当時を懐かしんでもらいたい

二間戸小学校同窓生名簿板除幕式
　10 月 21 日、熊本市城南Ｂ＆Ｇ海洋センターで第

19 回熊本県防具式空手道大会が開催され、市内の

正流拳道場から小中学生が出場し、白熱した試合を

繰り広げました。主な結果は次のとおりです。

○小学１・２年男子の部　優勝
　森川善生・原田琢充・川瀬一葉

○小学１・２年女子の部　準優勝
　松下美月・長瀬唯

○小学３・４年女子の部　優勝
　佐伯亜海・濱田花菜・森川晃帆

○小学５・６年男子の部　準優勝
　原田景斗・濱田悠吾・佐々木馨

○中学１年生男子の部　

　優勝　福田迅汰　準優勝　永野摩紘

第19回熊本県防具式空手道大会

小中学生が白熱した試合を展開

10/21
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スクールバス同乗記

まちのわだい

安全送迎に頑張る運転手さん広報特派員
レポート

取材：広報特派員 濵﨑富雄さん

　晩秋のある日、松田龍也さん（姫戸町）の運転するスクー

ルバスに同乗させていただき、明けの明星を背にいざ龍ヶ

岳の大作山へ出発。秋とはいえ、冷気の射す朝６時、松田

さんが運転するバスは静かな農道を進み、曲がりくねった

山道へ、この山道は細く険しく隣に座っていても冷や汗を

かく。この緊張感の中で時折出くわすという、イノシシ・

イタチ・野良猫・マムシ・タヌキ・ゴジュウカラなどの話

に興味が湧く。時間待ちを兼ね大岩の前で一息をつき、願

いが叶う？という大岩に手を当てマル秘の祈願。

　７時、大作山の消防ポンプ小屋、ここから中学生が１人、

２人と乗り込んでくる。元気な生徒もいれば昨晩遅くまで

勉強したのか？まだ眼が覚めない生徒も。心の中で「頑張

れ！」とつぶやく。

　７時 45 分、予定どおり龍ヶ岳中へ到着。同乗するだけで

も疲れるのに、安全運転はもちろん生徒のやる気向上のた

め「声掛け」など気配りをされている松田さんを見ている

と「人気がある！」との評判にうなずけました。

▲ スクールバスのハンドルを握る松田龍也
さん（65 歳）

　10 月 29 日、ゆめマート松島店など市内３箇所で

レジ袋削減（マイバッグ）推進キャンペーンが実施

され、川端市長はじめ市職員、親善大使、警察署職

員らが「マイバッグを持参し、レジ袋削減にご協力

ください」と声をかけながらチラシを配りレジ袋削

減を呼びかけました。

　これは、平成 22 年４月から開始した買い物時の

レジ袋削減のための無料配布中止等の取組みについ

て、あらためて市民への協力をお願いするとともに、

万引き防止のためのマイバッグ利用時のマナーにつ

いて啓発を図ることを目的に実施されました。

10/29
レジ袋削減にご協力を

レジ袋削減推進キャンペーン

11/３
心の豊かさ豊かさを求めて

　11 月３日、姫戸体育館において、平成 24 年度上

天草市芸術文化祭オープニングセレモニーが行わ

れ、各地区を代表して５団体が三味線や日舞、コー

ラスなどを披露し、式典に華を添えました。

　式では、市文化協会の濵口光憲会長が「私たちの

生活は文化によって育まれている。この文化の香り

に包まれながら、さらに心の豊かさを求めて、それ

ぞれの得意分野で研鑽をつんでいます」と挨拶しま

した。

　また、同日は姫戸地区をはじめ、大矢野、松島地

区で、４日は龍ヶ岳地区で各地区文化祭が開催され

ました。

上天草市芸術文化祭
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まちのわだい

100歳表彰おめでとうございます

　玖須ソノさん、米田ムメヨさん、中田ミツエさん、松本モジュ

さん、森カネさん、西山均さんの６人が 100 歳の誕生日を迎え

られました。川端市長から表彰状を手渡されると、笑顔で受け

取られていました。

玖須ソノさん
大矢野町登立

明治 45 年４月 14 日生    

米田ムメヨさん
龍ヶ岳町樋島

明治 45 年５月 19 日生    

中田ミツエさん
松島町今泉

明治 45 年７月１日生    

松本モジュさん
松島町教良木

大正元年８月 12 日生    

森カネさん
大矢野町湯島

大正元年９月１日生    

西山均さん
大矢野町上

大正元年 10 月３日生生    

　10 月 28 日から 11 月４日の８日間にわたり開催

された、高松宮賜杯第 61 回西日本各県対抗九州一

周駅伝競走大会グランツール九州の第４ステージ

（第１区間）と第８ステージ（第５区間）を、公益

社団法人上天草市シルバー人材センター（福田良作

理事長）所属の渡辺哲浩選手が走り抜きました。

　この大会は、８つのステージからなり、50 区間

の併せて７３２．３km を走る過酷なもの。

　渡辺選手は第８ステージの第５区間で５位を守っ

たものの、熊本県勢の総合順位は７位鹿児島に２秒

差の８位に終わり、次回の健闘を誓っていました。

11/４
九州一周駅伝に出場

グランツール九州2012

　11 月９日、上天草市交通安全協会副分科長の山

内初男さんが、木の枝が茂り見通しが悪くなってい

る交差点で剪定作業を行いました。

　こうした作業を、山内さんは休日を利用してボラ

ンティアで行っています。「木の持ち主の方に交通

安全のためにお願いしたら、快く切らせてくれまし

た」と、近隣との信頼関係も欠かしません。「危険

を感じるところを少しでも早く無くしたい」と、日々

交通安全に取り組む山内さんでした。

11/９
交 差 点 の 死 角 を な く せ

作業前

作業後
すっきりと

し、見通し

が確保され

ました。

▲

▲

子どもと遊ぶのが大好き！男性保育士として活躍！
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上
天
草
高
校
は
、
９
月
24
日
か

ら
10
月
18
日
に
か
け
て
、
中
学
校

区
９
カ
所
で
「
地
区
別
学
校
説
明

会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
発
表
さ

れ
た
就
職
・
進
学
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①
就
職
率

【
就
職
内
定
率
】
90
・
0
％

　
　
　
　
　
　（
12
月
6
日
現
在
）

【
熊
本
県
平
均
】
31
・
６
％

　
　
　
　
　
　（
９
月
13
日
現
在
）

　
普
通
科
が
半
数
以
上
を
占
め
る

同
校
で
、
こ
の
就
職
内
定
率
の
高

さ
は
県
内
外
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
。
今
年
度
も
１
０
０
％
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
大
幅
に
求

人
件
数
も
伸
び
て
い
ま
す
。

【
求
人
数
】
平
成
23
年
度
２
８
２

件
→
平
成
24
年
度
４
３
４
件

②
公
務
員
試
験（
12
月
6
日
現
在
）

【
合
格
】
○
上
天
草
市
役
所
（
１
人
）

○
一
般
曹
候
補
生
（
補
欠
１
人
）

○
自
衛
官
候
補
生
（
３
人
）

③
国
公
立
大
学
等
合
格
（
今
年
度

の
受
験
結
果
が
出
て
い
な
い
た

め
、
昨
年
度
の
実
績
）

　【
昨
年
実
績
】
○
佐
賀
大
学
医

学
部
（
１
人
）
○
九
州
工
業
大
学

情
報
工
学
部
（
１
人
）
○
水
産
大

学
校
（
１
人
）
○
熊
本
県
立
大
学

総
合
管
理
学
部
（
２
人
）

　
が
ん
ば
る
上
天
草
高
校
生
が
着

実
に
実
績
を
作
っ
て
い
ま
す
。

▲地区別学校説明会の様子
自宅から通学ができ、地元で学び、さま

ざまな進路に対応できることが魅力で

す。

進
学
先
を
決
め
る
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

上天草高校生!
がんばる

　現在、あそか保育園に保育士として勤務されています。保育士になって３年

目、他の先生方からの信頼も厚く、園児にも大人気の先生です。

　昔から子どもが好きでよく近所の子どもたちと遊んでいたという吉本さん

は、自身の進路について考えたときに子どもと関わる仕事がしたいと思い、ま

た、家族のすすめもあったことからこの道を目指されました。

　「保育士という仕事は男女問わずとても楽しい仕事。子どもから毎日違った

反応があり一日一日が新鮮」と吉本さん。

　「子どもたちはとても純粋でいろいろなことに感動できる素直な心を持って

いるので、その心をずっと持ち続け元気いっぱいに育ってほしい」と願い、褒

めるところはしっかり褒め、怒るところはしっかり怒るという指導を心がけら

れているとのことです。

　「子どもたちの物事に対する感じ方や純粋さがとても勉強になっている。子

どもたちと毎日笑ったり泣いたり悩んだりしながら共に成長していきたい」と

話してくださいました。

頑張る男
ひ

と

女 吉本憲
かずき

生さん

子どもと遊ぶのが大好き！男性保育士として活躍！男女共同参画シリーズ

（大矢野町上地区　社会福祉法人あそか保育園　保育士）

　11 月 16 日に上天草市次世代エコ生活推進検討会議委

員の委嘱状交付式および第１回の会議が開催され、学識

経験者など６人に委嘱状を交付し、会長および副会長の

選出や事業概要についての説明などが行われました。

　会議では、省エネルギー・省資源の取組みの推進およ

び新エネルギーの利活用等を中心とした上天草市におけ

る次世代のエコライフに関する新しい生活様式の実験的

な取組みについて検討していきます。

上天草市次世代エコ生活推進検討会議を設置
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11
月
20
日
に
、
熊
本
県
と
の
共

催
で
「
地
域
消
費
生
活
リ
レ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
上
天
草
」
を
開

催
し
、
区
長
、
民
生
児
童
委
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
ほ
か
約

１
８
０
人
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
尚
絅
大
学
短
期
大
学

部
教
授
の
川
口
惠
子
先
生
に
、「
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
、
消
費
生
活
に
お
け
る
行
政
と

地
域
と
の
連
携
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
先
日
、

将
来
子
ど
も
た
ち
が
適
切
な
判
断

と
行
動
が
で
き
る
消
費
者
と
な
る

よ
う
、
小
中
学
生
を
対
象
に
「
お

か
ね
を
学
ぶ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
し
た
が
そ
の
表
彰
式

と
代
表
者
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
市
で
は
「
上
天
草
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

日
常
の
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
や
、
多
重
債
務
な
ど
の
借
金

に
関
す
る
相
談
に
、
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
以
前
、

市
で
は
こ
の
よ
う
な
相
談
を
ほ
と

ん
ど
受
付
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
セ
ン
タ
ー
開
設
後
、
広
報
活

動
や
出
前
講
座
等
に
よ
る
啓
発
事

業
に
力
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

ま
で
約
３
０
０
件
の
相
談
が
あ

り
、
い
か
に
多
く
の
市
民
が
消
費

生
活
上
で
被
害
に
遭
わ
れ
悩
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
一
番
多
い
相
談
内

容
は
、
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
で
す
。
悪
質
な
営
業
マ
ン
は
口

が
う
ま
く
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
人
で

も
、
つ
い
騙
さ
れ
て
高
額
な
商
品

を
購
入
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
や
住
民

を
一
カ
所
に
集
め
て
行
う
「
催
眠

商
法
」、
債
権
や
未
公
開
株
を
買

い
取
る
と
い
う
手
口
で
騙
す
「
劇

場
型
勧
誘
」
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
消
費
生
活
は
一
人
ひ
と
り
が
注

意
す
る
事
が
大
切
で
す
が
、
万
が

一
こ
の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た

時
は
安
易
に
契
約
せ
ず
、
家
族
や

近
隣
の
方
に
話
し
て
み
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

　
将
来
的
に
は
相
談
件
数
が
ゼ
ロ

に
な
り
、
市
民
が
安
心
し
て
楽
し

く
暮
ら
せ
る
上
天
草
市
と
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

vol.67

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

× 

地
域
の
見
守
り

～
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
～

上天草市消費生活センターのご紹介
　平成 21 年 9 月に消費者庁が発足したことから、市で

は消費者基本法の理念にのっとり、消費生活問題への

取り組み強化を図るため、平成 23 年４月 1 日に上天草

市消費生活センターを相談員２人体制で開設しました。

　消費生活センターでは消費生活に関する相談に関し、

解決に向けて親身に対応しています。どうぞお気軽に

ご相談ください。電話での相談も受け付けています。

　また、出前講座の申し込みも受け付けていますので、

ご希望の団体がございましたらお気軽にお申し込みく

ださい。

□場所　上天草市役所大矢野庁舎 1階

□開設日時　月曜～金曜　9時～ 12 時、13 時～ 16 時

□相談専用電話番号　☎ 0964（56）0783

□相談実績
　平成 23 年度　163 件

　平成 24 年度　135 件（11 月 30 日現在）

□出前講座実績
　平成 23 年度　12 回

　平成 24 年度　33 回（11 月 30 日現在）

□相談による被害回復額
　平成 23 年度　 162 万円

　平成 24 年度　1099 万円

□主な相談例
　・訪問販売等に関する相談

　・サラ金、多重債務等借金に関する相談

　・オレオレ詐欺、劇場型勧誘等に関する相談

　・インターネットトラブルに関する相談
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地
域
消
費
生
活
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
ｎ
上
天
草
を
開
催

　
11
月
20
日
、
大
矢
野
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
で
「
地
域
消
費
生
活

リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
上

天
草
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
８
０

人
の
参
加
者
が
消
費
生
活
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
尚
絅
大

学
短
期
大
学
部
の
川
口
惠
子
教

授
が
「
地
域
に
お
け
る
消
費
者
行

政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
～
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
熊
本
県
消
費
生
活
課

の
小
野
寺
隆
課
長
補
佐
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
川
端
上
天
草

市
長
、
荒
木
ミ
ド
リ
上
天
草
市

地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
会
長
、

下
山
和
也
熊
本
県
弁
護
士
会
消

費
者
問
題
対
策
委
員
会
委
員
長
、

川
口
惠
子
尚
絅
大
学
短
期
大
学

部
教
授
の
４
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
、「
地
域
に
お
け
る
消
費

者
問
題
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
お
か
ね
を
学
ぶ
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
お
よ
び

代
表
者
の
発
表
を
行
い
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

基
調
講
演

地
域
に
お
け
る
消
費
者
行
政
の

あ
り
方
に
つ
い
て
～
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
～

　
消
費
者
行
政
と
は
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
具
現
化
す
る
も
の
で
、
消
費

者
行
政
こ
そ
が
行
政
の
核
で
あ

る
。
上
天
草
市
は
消
費
者
行
政
に

取
り
組
み
始
め
た
ば
か
り
の
地
域

で
あ
る
が
、
効
果
が
相
談
実
績
等

に
表
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、
各
種
団

体
や
地
域
と
連
携
を
深
め
て
共
同

で
市
民
の
消
費
生
活
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
市

民
一
人
一
人
が
勉
強
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
と
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

地
域
に
お
け
る
消
費
者
問
題
を

考
え
る

▼
市
に
お
け
る
消
費
生
活
や
消
費

者
行
政
の
課
題
、
問
題
点
に
つ

い
て

（
荒
木
）　
高
齢
者
が
高
齢
者
を
見

守
る
こ
と
が
多
い
の
で
若
い
人
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

消
費
生
活
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

い
き
た
い
。

（
市
長
）　
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
相
談
は
60
歳
以
上
の
方
が

57
％
を
占
め
て
い
る
。「
高
齢
者

に
対
す
る
手
助
け
」「
各
団
体
等

の
連
携
」「
消
費
行
政
は
重
要
だ

と
い
う
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
」

の
３
点
が
課
題
だ
。

（
下
山
）　
常
識
的
に
考
え
て
、
何

か
お
か
し
い
ぞ
と
少
し
で
も
思
っ

た
と
き
は
払
う
前
に
す
ぐ
相
談
す

る
こ
と
。
そ
の
意
味
で
身
近
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
出
来
た
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
な
の
で
積
極
的

に
利
用
し
、
周
り
の
人
に
も
教
え

て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
。

（
川
口
）　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
支
援

な
ど
お
互
い
に
支
え
あ
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
私
達
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
う
。

▼
上
天
草
市
の
消
費
者
行
政
を
良

く
し
て
い
く
た
め
に
は

（
下
山
）　
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
こ

と
に
よ
っ
て
消
費
生
活
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
で
き
つ
つ
あ
る
。
弁
護
士

と
し
て
は
相
談
員
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
り
、
弁
護
士
で
し
か
対
応

で
き
な
い
よ
う
な
難
し
い
案
件
を

担
当
し
速
や
か
に
、
皆
さ
ん
の
ニ

ー
ズ
に
合
う
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

（
荒
木
）　
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

出
来
て
か
ら
、
地
域
と
連
携
し
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
婦
人
会
な
ら
で
は
の

取
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

（
川
口
）　
消
費
者
の
横
を
一
緒
に

行
政
が
走
り
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
行
政
に
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

▼
今
後
、
上
天
草
市
の
消
費
者
行

政
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
か

（
市
長
）　
特
に
高
齢
者
な
ど
の
弱

者
を
我
々
全
体
と
し
て
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
今
日
強

く
感
じ
た
。
法
律
の
専
門
家
、
県
、

関
係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
構

築
し
、
消
費
者
の
方
々
を
お
守
り

す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。



　
　
　
　
上
小
６
年
　
木
村
潤
哉

　「
前
の
船
よ
り
大
き
い
な
あ
。」

こ
れ
が
最
初
に
見
た
時
の
感
想
で

し
た
。

　
父
は
、
船
で
荷
物
を
運
ぶ
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
６
月
に

新
し
い
船
が
で
き
ま
し
た
。
く
わ

し
く
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
数
億
円

か
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
値
段

を
聞
い
て
「
え
っ
？
！
」
と
思
い

ま
し
た
。
次
に
「
今
度
か
ら
し
ん

ぼ
う
し
な
い
と
い
け
な
い
な
。」

と
感
じ
ま
し
た
。

　
新
し
い
船
の
進
水
式
は
、
愛
媛

で
あ
り
ま
し
た
。
い
と
こ
や
親
せ

き
、
会
社
の
人
な
ど
多
く
の
人
が

愛
媛
ま
で
来
て
く
れ
ま
し
た
。
造

船
所
で
は
、
安
全
祈
願
が
行
わ
れ

船
は
無
事
に
進
水
し
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
初
め
て
だ
っ
た
の
で
も
の

す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。

　
地
元
に
帰
っ
て
く
る
と
、
登
立

で
ま
た
お
ひ
ろ
め
を
し
ま
し
た
。

前
日
に
は
大
漁
旗
を
何
十
枚
も
か

ざ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
船
の
上

か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
い
て
「
旗

を
上
げ
る
の
に
も
こ
ん
な
に
大
変

な
ん
だ
な
あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
旗
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
の
名
前
が
あ
っ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
お
ひ
ろ
め
の
日
に
は
、

地
元
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
来
て

く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
父
に
は
、
安
全
航

行
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
母
が
言

っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
父
は
新
し
い
船
で
仕

事
を
始
め
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
夏
休
み
に
父
の
船
に

の
っ
て
船
の
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
船
は
志
布
志
か
ら
八
代
に
小

麦
を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。
八
代

で
荷
物
を
上
げ
て
か
ら
荷
物
が
入

っ
て
い
た
ホ
ー
ル
ド
の
中
を
ほ
う

き
で
掃
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
ド
の

長
さ
は
三
十
一
メ
ー
ト
ル
、
は
ば

七
．
六
メ
ー
ト
ル
で
す
。
船
員
さ

ん
と
い
と
こ
と
姉
と
ぼ
く
の
四
人

で
掃
い
て
も
三
十
分
く
ら
い
か
か

り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
機
関
室
で

バ
ル
ブ
を
閉
め
た
り
開
け
た
り
し

ま
し
た
。
夏
の
暑
い
日
だ
っ
た
の

で
機
関
室
の
中
は
と
て
も
暑
く
て

「
も
う
暑
く
て
や
め
た
い
。」
と
何

度
も
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
姉
た

ち
が
が
ん
ば
っ
て
い
た
の
で
、
ぼ

く
も
汗
だ
く
に
な
っ
て
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
お
手
伝
い
が
終
わ
っ
た

ら
腕
が
と
て
も
痛
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
父
た
ち
は
毎
日
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
と
思
う
と
と
て
も

大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
父
か
ら
仕
事
の
後
、
千
円
を
も

ら
い
ま
し
た
。
も
ら
っ
た
時
は
、

つ
か
れ
き
っ
て
い
た
体
も
つ
か
れ

が
ふ
っ
飛
ぶ
く
ら
い
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
千
円
を

も
ら
っ
た
ら
う
れ
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
お
か
し
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

を
買
っ
て
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
千
円

を
か
せ
ぐ
に
は
こ
ん
な
苦
労
が
か

か
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
結

局
、
こ
の
千
円
は
、
ま
だ
使
わ
ず

に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
理
由
は
使

う
の
が
、
も
っ
た
い
な
い
気
が
し

た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か

ら
お
金
を
使
う
時
は
、
む
だ
な
物

を
買
わ
ず
に
、
考
え
て
お
金
を
使

お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ぼ
く
も
い
つ
か
大
人
に
な
っ
て

船
の
免
許
を
取
っ
た
ら
、
こ
の
船

で
父
と
い
っ
し
ょ
に
い
っ
ぱ
い
仕

事
を
し
て
、
い
っ
ぱ
い
か
せ
ぎ
た

い
で
す
。

父
の
新
し
い
船

木村潤哉さん 森彩奈さん

【
個
人
賞
】
小
学
生
の
部

●
特
選

▼
木
村
潤
哉
（
上
小
６
年
）

　「
父
の
新
し
い
船
」

▼
藤
本
春
剛
（
上
小
５
年
）

　「
ぼ
く
の
お
金
の
使
い
方
」

お
か
ね
を
学
ぶ

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
市
内
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
お
か
ね
を
学
ぶ
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」が
８
月
６
日
か
ら
開
催
さ
れ
、

小
学
生
（
４
～
６
年
生
）
１
６
７

人
、
中
学
生
２
４
３
人
か
ら
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
中
学

生
の
消
費
者
教
育
の
一
環
と
し

て
、「
お
金
」
の
役
割
や
経
済
の

仕
組
み
を
理
解
し
、
適
切
な
判
断

と
行
動
が
で
き
る
消
費
者
と
な
る

お
か
ね
を
学
ぶ

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

こ
と
を
目
的
と
し
て
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
11
月
20
日
に
「
地
域

消
費
生
活
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in

上
天
草
」
の
な
か
で
行
わ
れ
、

特
選
受
賞
者
の
な
か
か
ら
代
表
し

て
小
学
生
の
部
・
木
村
潤
哉
さ
ん

（
上
小
６
年
）、
中
学
生
の
部
・
森

彩
奈
さ
ん
（
龍
ヶ
岳
中
３
年
）
が

ス
テ
ー
ジ
で
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

□
お
か
ね
を
学
ぶ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
個
人
賞
】
中
学
生
の
部

●
特
選

▼
森
彩
奈
（
龍
ヶ
岳
中
３
年
）

　「
お
金
の
『
価
値
』」

▼
堀
川
真
央
（
龍
ヶ
岳
中
３
年
）

　「
お
金
の
上
手
な
使
い
方
」

16　  kamiamakusa
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龍
ヶ
岳
中
３
年
　
森
彩
奈

　
み
な
さ
ん
は
「
お
金
」
に
つ
い

て
よ
く
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
「
お
金
」
は
誰
も
の
身
近
に

あ
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

「
無
駄
遣
い
し
た
ら
ダ
メ
。」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
た
く
さ
ん

い
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
小
さ
い
頃

か
ら
言
わ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
誰

も
が
幼
い
子
供
の
頃
か
ら
必
ず
関

っ
て
き
た
お
金
の
「
価
値
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
「
価
値
観
」
が
違
う

よ
う
に
、
お
金
に
対
す
る
感
じ
方
や

考
え
方
も
違
う
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
お
金
が
身
近
に
た
く
さ
ん
あ
る

人
も
い
れ
ば
、
お
金
が
無
く
て
困
っ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
私
は
お
金
は

と
て
も
便
利
だ
し
、
生
き
て
い
く
上

で
と
て
も
大
切
な
存
在
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
反
対
に
お
金
は
こ
わ

い
存
在
だ
と
も
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
普
通
は
必
要
不
可
欠
で
便
利
な

「
お
金
」
で
も
、
時
に
は
人
を
変
え

て
し
ま
う
ほ
ど
影
響
力
の
強
い
も

の
に
変
わ
る
か
ら
で
す
。

　
例
え
ば
、
つ
い
最
近
起
こ
っ
た
、

熊
本
県
の
あ
る
女
性
社
長
の
自
宅

に
男
性
二
人
が
入
り
、
現
金
お
よ

そ
一
億
五
千
万
円
を
盗
ん
だ
と
い

う
事
件
で
す
。
調
査
に
よ
る
と
、
そ

の
男
性
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
そ

の
女
性
社
長
と
親
戚
関
係
に
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
私
は
こ
の
事
件
を

知
っ
た
と
き
、
と
て
も
驚
い
た
し
不

快
に
感
じ
ま
し
た
。
お
金
を
盗
む

と
い
う
行
為
だ
け
で
も
ひ
ど
い
こ

と
な
の
に
、
ま
し
て
や
日
頃
世
話

に
な
っ
て
い
る
親
戚
の
お
金
を
盗

む
な
ん
て
あ
り
え
ま
せ
ん
。
私
は
、

一
億
五
千
万
円
と
い
う
大
金
が
そ

の
男
性
ら
の
悪
い
心
を
動
か
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
お

金
は
必
要
だ
と
思
う
け
れ
ど
、
悪
い

こ
と
ま
で
し
て
手
に
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
「
お
金
」
で
も
、
悪

い
事
を
し
て
手
に
入
れ
た
お
金
と

自
分
で
努
力
し
て
手
に
入
れ
た
お

金
で
は
、
そ
の
お
金
に
対
す
る
思
い

も
大
き
く
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
ま
だ
働
い
て
自
分
の
力
で

お
金
を
か
せ
ぐ
と
い
う
こ
と
を
経

験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例

え
ば
家
の
手
伝
い
を
し
て
ご
褒
美

に
少
し
お
金
を
も
ら
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
そ
の
も
ら
っ
た
お
金

も
、
元
は
私
の
両
親
が
苦
労
し
て
か

せ
い
だ
お
金
で
す
。
そ
う
思
う
と
、

大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
す
。
そ

の
お
金
を
使
っ
て
手
に
入
れ
た
も

の
も
、
大
切
な
も
の
に
思
え
ま
す
。

だ
か
ら
私
は
、
人
を
犯
罪
に
巻
き
込

む
、
お
金
の
こ
わ
さ
も
理
解
し
た
上

で
、
強
い
意
思
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら

お
金
と
付
き
合
っ
て
生
き
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
お
金
は
あ
り
す
ぎ
て
も
ダ

メ
だ
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
持
っ

て
い
る
と
お
金
が
あ
る
の
が
当
た

り
前
に
な
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
お

金
の
「
価
値
」
が
下
が
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
お
金
を
も
っ
て
い
る
か
ら

と
、
何
も
考
え
ず
に
使
っ
て
い
く

と
、
本
当
に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
足
り
ず
に
困
っ
た
り
、
最
終

手
段
で
「
ヤ
ミ
金
」
と
呼
ば
れ
る
お

金
に
手
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
状

況
に
な
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
も

う
そ
う
な
る
と
、
借
金
が
増
え
た

り
、
一
生
、
悪
い
お
金
と
付
き
あ
っ

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
お
金
の
価
値
を
決
め
る
の

は
、
日
々
お
金
を
消
費
し
て
い
る
私

た
ち
自
身
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
行

動
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
行
動
に

よ
り
、
お
金
の
価
値
と
い
う
の
は
変

わ
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
お
金
の

使
い
方
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、
正

し
い
お
金
の
使
い
方
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。
誰
も
が
お
金
を
ほ
ど
よ

く
使
い
、
お
金
が
上
手
に
世
の
中
を

回
る
と
不
景
気
と
よ
ば
れ
る
今
を

回
避
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
私
も
で
き
れ
ば
、
日
本
の
経
済
が

活
性
化
し
、
お
金
が
暮
ら
し
の
潤
滑

油
と
な
る
よ
う
な
、
上
手
な
お
金
の

使
い
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
金
の
「
価
値
」

▼
磯
田
実
里
（
上
小
４
年
）

　「
お
金
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」

●
秀
作
　

▼
杉
本
新
菜
（
登
立
小
６
年
）

　「
私
の
お
金
の
ル
ー
ル
」

▼
古
川
晴
流
（
登
立
小
６
年
）

　「
お
金
は
、
な
ん
の
た
め
に
あ

る
の
か
」

▼
山
下
力
也
（
登
立
小
６
年
）

　「
お
金
の
あ
り
が
た
さ
」

▼
迫
田
藍
華
（
中
南
小
６
年
）

　「
お
金
の
大
事
な
ル
ー
ル
」

▼
林
田
美
月
（
中
南
小
６
年
）

　「
私
の
お
金
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
」

▼
水
野
未
来
（
中
南
小
６
年
）

　「
お
金
は
む
だ
づ
か
い
す
る
も

の
で
は
な
い
」

▼
丸
山
泰
輝
（
維
和
中
２
年
）

　「
お
金
に
つ
い
て
」

●
秀
作

▼
小
林
令
河
（
維
和
中
３
年
）

　「
私
の
お
か
ね
の
ル
ー
ル
」

▼
山
﨑
彩
加
（
阿
村
中
１
年
）

　「
私
の
お
金
の
使
い
方
」

▼
惣
田
瑞
基
（
教
良
木
中
３
年
）

　「
こ
れ
か
ら
の
お
金
の
使
い
道
」

▼
永
野
美
来
（
教
良
木
中
３
年
）

　「
人
の
心
」

▼
森
奈
菜
実
（
龍
ヶ
岳
中
３
年
）

　「
お
金
の
正
し
い
使
い
方
」

●
佳
作

▼
緒
方
千
秋
（
大
矢
野
中
２
年
）

　「
お
金
の
大
切
さ
」

▼
山
下
楓
（
大
矢
野
中
２
年
）

　「
私
の
お
金
の
価
値
観
」　

▼
松
本
奈
穗
（
維
和
中
３
年
）

　「
お
金
を
学
ぶ
」

▼
小
浦
知
紗
（
阿
村
中
２
年
）

　「『
マ
イ
ル
ー
ル
』」

▼
小
林
美
桜
（
阿
村
中
２
年
）

　「
マ
イ
ル
ー
ル
」

▼
山
内
実
祈
（
姫
戸
中
３
年
）

　「
お
か
ね
の
価
値
」

▼
斉
藤
真
琴
（
姫
戸
中
２
年
）

　「
私
の
お
金
の
使
い
方
」

▼
入
口
佳
世
（
姫
戸
中
１
年
）

　「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

【
学
校
奨
励
賞
】

○
小
学
校
の
部
　

　
上
小
学
校

　
中
南
小
学
校

○
中
学
校
の
部
　

　
維
和
中
学
校

　
姫
戸
中
学
校
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後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転

　
平
成
18
年
、
福
岡
市
で
幼
児
３

人
が
死
亡
す
る
飲
酒
運
転
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
悲
惨
な
事

故
は
社
会
問
題
と
な
り
、
翌
年
に

は
法
律
が
改
正
さ
れ
飲
酒
運
転
に

対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
や
検
挙
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
熊
本
県
警
に
よ
る
と
、
県
内
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
平

成
19
年
に
大
幅
に
減
少
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
飲
酒

運
転
は
依
然
と
し
て
な
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
主
な
要
因
に
は
、
自
分
が

事
故
を
起
こ
す
は
ず
が
な
い
と
い

う
「
ひ
と
ご
と
感
覚
」、
少
し
し

か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
と
い
う

「
自
覚
の
欠
如
」、
飲
ん
で
数
時
間

た
っ
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
「
ア

ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
影
響
に
対
す

る
理
解
不
足
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た

め
に
は
こ
れ
ら
の
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
最
近
で
は
、
翌
朝
の
二
日
酔
い

運
転
に
よ
る
検
挙
も
増
え
て
い
ま

す
。「
一
度
寝
た
か
ら
大
丈
夫
」

は
、
本
当
は
大
丈
夫
で
は
な
い
の

で
す
。

自
覚
と
周
囲
の
フ
ォ
ロ
ー
が
鍵

　
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
人
の

中
に
は
、
事
故
の
悲
惨
さ
や
処
分

の
重
さ
な
ど
を
分
か
っ
て
い
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
誰
に
で
も

「
つ
い
…
…
」
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
得
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

社
会
的
信
用
、
仕
事
、
家
族
の
絆

な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま

す
。
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
多
く
の
努
力
と
長
い
時
間

が
必
要
で
す
。
い
ま
一
度
、
一
人

一
人
が
当
た
り
前
の
こ
と
を
強
く

自
覚
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
全
く
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
で
も

無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

や
職
場
、
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
酒
の
席
で

飲
酒
運
転
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け

た
り
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め

た
り
と
、
で
き
る
こ
と
は
身
近
に

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
一
言
が
、

そ
の
飲
酒
運
転
を
止
め
る
鍵
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

その手で守れる
笑顔があります

熊本県市町村広報担当者による飲酒運転根絶特集

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

熊本県の飲酒運転による事故発生件数・検挙数

お酒を飲むと情報処理能力、注意力、判

断力が低下します。この状態で運転す

ると、運転に必要な「反応」「操作」「発見」

などの要素が欠落してしまい、大きな事故に

つながることになります。死亡

事故率は飲酒なしの場合と比べ

て 8.7 倍です。お酒に強い人も

弱い人も関係なく、このようなリス

クがあることを知ってください。

熊本県警察本部交通企画課

小
お だ

田真
まさよし

功 警部

図１Interview
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事故発生件数 検挙数

厳罰化されたものの、依然として後を絶たない飲酒運
転。なぜ、危険だと分かっている飲酒運転をしてし
まうのでしょうか。お酒を飲む機会が増えるこの時
期に、いま一度飲酒運転について考えてみましょう。

事故
事故発生件数 検挙数

検挙
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 Special Interview

うんばば中尾
◎ Profile　うんばば・なかお
昭和 40 年熊本県生まれ。有限会社赤坂を立ち上げ、イベ
ントの企画・運営を手掛けながら、自らもテレビ番組制作
などで培ったノウハウを生かしキャスター、リポーター、
イベント司会、講演活動などを行う。

さん

熊 本 県 広 報 協 会
合   同 特   集

買
い
に
市
場
へ
車
で
向
か
い
ま

し
た
。
そ
の
途
中
、
信
号
待
ち

で
停
車
し
て
い
た
車
に
追
突
し

て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
実
況
見
分

の
最
中
、
私

か
ら
お
酒
の

私
は
平
成
17
年
に
飲
酒
運
転

で
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
前
日
は
午
後
10
時
頃

ま
で
テ
レ
ビ
番
組
の
打
ち
合
わ
せ

を
兼
ね
て
お
酒
を
飲
み
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
て
寝
た
後
、

午
前
３
時
に
起
き
て
「
も
う
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
食
材
を

に
お
い
が
し
た
た
め
飲
酒
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
、
測
定
の
結
果
酒
気
帯

び
運
転
で
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
後
、
私
は
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
企
業
や
放
送

局
か
ら
の
信
用
、
キ
ャ
リ
ア
、
収

入
な
ど
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し

た
。
家
族
に
も
つ
ら
い
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
や
車
に

い
た
ず
ら
を
さ
れ
、
精
神
的
に
不

安
定
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
飲
酒
運
転
の
危
険

性
や
そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に
気

付
い
て
も
ら
お
う
と
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
減
ら
す
に
は
、

自
分
が
酔
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
運
転
す
る
人
、
お

酒
が
抜
け
た
と
思
い
込
ん
で
運
転

す
る
人
に
し
っ
か
り
と
自
覚
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く

周
り
の
人
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
を

飲
む
と
き
に
は
職
場
に
車
を
置
い

て
み
ん
な
で
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
、

お
酒
が
残
っ
て
い
な
い
か
家
族
に

息
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

お
酒
が
な
く
な
ら
な
い
限
り

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
せ
い
で
人
の
夢
や

人
生
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
は
家
族
、
職
場
、
友
人
同
士
な

ど
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
飲
酒
運
転
を
減
ら
す
た
め

に
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
環
境
を
熊
本
県
か
ら
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
う
ん
ば
ば
中
尾
さ
ん
は
、
飲
酒
運

転
事
故
を
起
こ
し
た
体
験
を
人
に
伝
え
、
そ
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る

た
め
に
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
が
自
分
や
周
り
の

人
に
与
え
た
影
響
と
、
防
止
策
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に

気
付
い
て
ほ
し
い
―

笑
顔
を
守
る
た
め
に

　「
飲
酒
運
転
は
し
て
は
い
け
な

い
―
」。
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。し
か
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
も
分
か
ら
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も

し
自
分
が
飲
酒
運
転
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。
も
し
大

切
な
人
が
飲
酒
運
転
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
た
ら
…
…
。

　笑
顔
を
守
る
た
め
の
鍵
は
、
自

覚
と
助
け
合
い
で
し
た
。
そ
の
鍵

は
私
た
ち
熊
本
県
民
一
人
一
人
が

握
っ
て
い
ま
す
。

　熊
本
県
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く

し
、大
切
な
人
の
「
笑
顔
」
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。



　
師
走
に
入
り
、
２
０
１
２
年
も
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
一
年
、
皆
さ

ん
は
健
康
に
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

毎
日
働
い
て
く
れ
た
ご
自
身
の
か
ら
だ
の

こ
と
も
ぜ
ひ
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
か
ら
だ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
受
け
て
い
ま

す
か
？

　
自
動
車
の
車
検
や
船
の
ド
ッ
ク
は
安
全

に
走
行
や
運
航
が
で
き
る
よ
う
に
法
律
に

も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
検
以

外
に
も
オ
イ
ル
交
換
や
バ
ッ
テ
リ
ー
、
タ

イ
ヤ
の
点
検
も
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
不

具
合
が
起
こ
る
と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

る
か
ら
で
す
。

　
私
達
の
か
ら
だ
は
３
６
５
日
、
毎
日
24

時
間
働
き
続
け
て
い
ま
す
。
人
間
の
か
ら

だ
の
不
調
は
命
に
直
結
す
る
こ
と
も
あ
り
、

異
常
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
そ

の
た
め
年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
ま
だ
若
い
か

ら
心
配
な
い
」「
何
と
も
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

「
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
大
丈
夫
」「
健
診

は
何
か
あ
っ
た
時
に
受
け
れ
ば
い
い
」
と

い
う
理
由
に
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慢
心

よ
り
健
診
（
検
診
）
で
す
。
年
に
一
度
は

欠
か
さ
ず
、
血
管
の
老
化
の
有
無
を
み
る

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
を
受
け
て
、
か
ら

だ
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

か
ら
だ
の
中
も
一
年
の
総
決
算
！

■
健
診
結
果
を
生
か
し
て
い
ま
す
か
？

　～
健
診
結
果
は
日
頃
の
自
分
の
生
活
状

況
で
す
～

　
健
診
は
毎
年
受
け
て
い
て
も
受
け
っ
ぱ

な
し
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
結

果
は
日
頃
の
生
活
の
結
果
で
す
。
健
診
結

果
で
基
準
値
よ
り
も
外
れ
て
い
る
項
目
が

あ
る
、
年
々
検
査
数
値
が
高
く
な
っ
て
き

て
い
る
な
ど
前
回
の
数
値
と
比
べ
て
少
し

で
も
変
化
が
見
ら
れ
た
方
は
、
日
頃
の
食

べ
方
や
動
き
方
、
睡
眠
な
ど
の
日
常
生
活

を
振
り
か
え
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
い
か
が
で
す
か
？
お
心
あ
た
り
の
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
検
査
値
が
「
ち
ょ
っ
と
高
い
」
と
い
う

段
階
を
放
っ
て
お
か
な
い
こ
と
が
、
重
症

化
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
不
健
康
は
家
計
を
圧
迫
す
る
リ
ス
ク
に

　
生
活
習
慣
病
を
長
期
間
か
か
え
て
い
る

人
ほ
ど
、
健
康
な
人
に
比
べ
て
診
察
代
（
医

療
費
）、
薬
代
、
入
院
し
た
時
の
食
事
代
の

ほ
か
に
、
病
院
ま
で
の
交
通
費
な
ど
が
か

か
り
ま
す
。
ま
た
疾
病
の
軽
い
状
態
を
放

置
し
た
こ
と
で
重
症
化
す
れ
ば
さ
ら
に
医

療
費
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
上
、
病
気
に

な
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

と
収
入
が
減
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
不
健
康
に
な
る
と
医

療
費
や
そ
の
他
の
支
出
を
増
や
し
、
収
入

の
減
少
と
い
っ
た
経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
医
療
に
お
金
を
か

け
る
よ
り
も
、
予
防
（
健
診
受
診
、
食
事

や
運
動
な
ど
の
日
常
生
活
に
気
を
つ
け
る

こ
と
）
に
力
を
い
れ
ま
し
ょ
う
！

　
い
よ
い
よ
今
年
も
年
の
瀬
で
す
。
今
年

一
年
の
振
り
返
り
と
と
も
に
、
頑
張
っ
て

働
い
て
く
れ
た
自
分
の
か
ら
だ
を
い
た
わ

り
な
が
ら
、
健
康
で
よ
い
年
末
年
始
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。
来
年
も
予
防
の
一
年
を
！

予防が大事

「食事」と「運動」

どちらも大事

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
病

気
は
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す

る
事
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

既
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方

で
過
去
に
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災

保
険
給
付
等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局
ま
た

は
、
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

制
度
の
ご
案
内
は
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
熊
本
県
労
働
局
（
熊
本
地
方
合
同
庁

舎
）

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
１
８
３

○
労
災
保
険
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
（
０
５
７
０
）
０
０
６
０
３
１
　

※
平
日
９
時
～
17
時

～
ご
存
知
で
す
か
？
～

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

健康ガイド
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種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 全地区 30水 H24.11

13:00～13:15

3～4カ月児健診
（BCG）

バスタオル
BCG問診票

大矢野 8火
H24.9

松　島 17木
龍ヶ岳 10木 H24.8～9

6～7カ月児健診 ハンカチ
または

ハンドタオル

大矢野 15火
H24.6

松　島 17木
6～8カ月児健診 龍ヶ岳 10木 H24.5～6

１歳６カ月児健診 尿
大矢野 22火 H23.5～6

龍ヶ岳 31木 H23.4～6

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
全地区 29火 H22.12～

H23.1

３歳児健診
聴力視力
検査用紙

松　島 24木 H21.11～12

龍ヶ岳 31木 H21.10～12

【場　所】全地区・松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉センター

　　　　　姫戸…姫戸老人福祉センター　　　龍ヶ岳…龍ヶ岳統括支所

【用意するもの】 母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参ください。

乳幼児健診（１月）

種　類 日 実施時間
デイケア 10木 10:00 ～ 12:00

【場所】大矢野老人福祉センター

種　類 日 実施時間
精神保健相談 10木、24木 14：00 ～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172　※要予約

福　祉（１月）

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

30

毛利医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）2111

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3102

31
宮崎外科胃腸科
〈外・消〉

（大矢野町上）

☎ 0964（56）0600

1
吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）

☎ 0964（57）0246

2 竹島医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0159

3
しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0005

6

天草皮ふ科・内科
〈皮・内〉

（大矢野町中）

☎ 0964（59）0808

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）

☎ 0969（58）2148

13

福本眼科〈眼〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0508

上天草総合病院
〈内〉

（龍ヶ岳町高戸）

☎ 0969（62）1122

14
佐々木整形外科

〈整〉

（大矢野町中）

☎ 0964（56）5550

20

中村達男医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0006

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）

☎ 0969（56）0052

27

中村医院〈内〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0003

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）

☎ 0969（56）0899

【診療時間】　9 時～ 17 時 ※診療時間外は上天草総

合病院、済生会みすみ病院、天草地域医療センター

にお問い合わせください。11 月 30 日現在の予定表

になります。都合により変更することもありますの

で、保健課健康づくり推進室までお尋ねください。

日祝日在宅医（12・１月）

母子手帳交付 ・育児相談 （１月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
 7月、15火
21月、28月

9:30 ～ 11:00
（9:30 ～ 9:45）

松島保健センター
随時交付（手帳）

17木（相談） 9:30 ～ 11:00

姫戸統括支所 21月 9:00 ～ 10:00
（9:00 ～ 9:15）

龍ヶ岳統括支所 10木、21月 10:30 ～ 11:30
（10:30 ～ 10:45）

用意するもの　印鑑（手帳）

　肝炎患者やそのご家族の方が互いに気軽に話せる場

所を提供し、肝炎治療等についての情報交換を通して、

不安や悩みを解消していただくことを目的として「肝

炎患者サロン」を開催します。

　今回も肝炎治療中のためになる話をご準備していま

す。入場無料。事前の申し込みは不要です。

【お住まいに近い会場を選択してください※複数可】
○１月 22 日（火）14 時～ 16 時 30 分

　熊本大学医学部附属病院　山崎記念館　

○１月 24 日（木）13 時 30 分～ 16 時

　熊本県八代地域振興局　５階大会議室

○１月 29 日（火）13 時 30 分～ 16 時

　天草地域健診センター　２階会議室

○２月１日（金）13 時 30 分～ 16 時

　熊本県玉名地域振興局　４階大会議室

□問合せ先　熊本県健康危機管理課☎ 096（333）2783

肝炎患者サロンを開催します

がんサロン（12 月）

日 実施時間
22 日土 9：00 ～

【場所】上天草総合病院健康管理センター　☎ 0969（62）1122

健康ガイド
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市立病院
だより上天草市立上天草総合病院　副院長　福田　誠

　
第
52
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
が
10

月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
、
熊
本
市
（
熊

本
市
民
会
館
と
熊
本
国
際
交
流
会
館
）
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
市

は
こ
の
時
期
に
は
お
城
祭
り
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
街
に
あ
ふ
れ

る
中
で
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
全
国
学
会
の
学
会
長
を
務
め
た
の

は
当
病
院
事
業
管
理
者
で
あ
る
樋
口
定
信

先
生
で
す
。

　
全
国
各
地
の
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

関
係
者
等
お
よ
そ
１
５
０
０
人
が
参
集

し
、
地
域
医
療
お
よ
び
地
域
包
括
ケ
ア
の

実
践
に
つ
い
て
の
相
互
理
解
と
研
鑽
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
上
天
草
市

長
や
熊
本
市
長
、
熊
本
県
知
事
等
熊
本
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
首
長
さ
ん
方
が
国

保
直
診
開
設
者
と
し
て
登
壇
さ
れ
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
国
保
直
診
と
の
果

た
す
役
割
に
言
及
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
を
得
て
発
表
が

な
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
院
か
ら
も
多
数
の

演
題
が
口
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
疎
地
の
医
療
資
源
が
少
な
い
施
設
で

の
医
療
者
確
保
に
対
す
る
取
組
み
や
褥
瘡

（
じ
ょ
く
そ
う
）
対
策
や
口
腔
ケ
ア
に
関
す

る
発
表
、
ま
た
、
高
齢
者
の
長
期
入
院
患

者
を
い
か
に
在
宅
復
帰
し
て
も
ら
う
か
、

認
知
症
患
者
を
地
域
で
支
援
し
て
い
く
方

途
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
演
題
が
並
び

ま
し
た
。

　
個
人
的
に
学
会
で
印
象
に
残
っ
た
言
葉

と
し
て
、も
は
や
平
均
寿
命
で
は
な
く
「
健

康
寿
命
」
と
い
う
言
葉
や
公
的
機
関
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
隣
人
や
家
族
、
知

人
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
サ
ポ
ー
ト
」
で
し
た
。
そ
し
て
現
在
の

私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
を
全
国

何
処
も
が
遭
遇
し
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「第 52 回　全国国保地域医療学会」
熊本において開催

▲学会で発表する当病院の小浦助産師

上天草看護専門学校看護学生を募集します（一般入試）

　上天草看護専門学校では平成 25 年度看護学生を募集します。

【受験資格】　①または②に該当する者

　①　高等学校を卒業した者または平成 25 年 3 月卒業見込みの者

　②　①と同程度の学力があると認められた者

【願書受付】　12 月 19 日（水）～平成 25 年 1 月 18 日（金）（消印有効）

【一次試験】
　○期日　平成 25 年 1 月 26 日（土）

　○場所　上天草看護専門学校

※出願書類等詳しくは問合せ先までお尋ねください。

【問合せ先】　上天草看護専門学校　☎ 0969（62）0200
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診 療 案 内
月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来

坂本

樋口

和田

大村

和田

山城

大村

坂本

樋口

和田

山城

坂本

山城

城臺

新患 城臺 城臺

和田
（～10時）
志摩

（10 時～）

石田
応援

医師

循環器内科 脇田

外　　科

消化器科
福田 城野

福田

蓮尾
城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松 胤末 藤松

小児科 神薗

産婦人科
姫野

（黒田）

姫野

（黒田）

姫野

（黒田）
姫野 姫野

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 竹下 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科 小川

胃　　腸

センター

石田

城野

蓮尾

蓮尾

福田

石田

和田    

城野

蓮尾

福田

坂本

石田

城野

福田

歯科・口腔外科 福田

●受付は、８時 30 分～ 11 時 30 分までです。

●眼科の毎週水曜日の診療は休診となります。

●歯科口腔外科は月～金曜日の午後も診療を行

います。

●代謝内科は毎週木曜日の午前中と 15 時～ 18

時まで診療を行います。

●整形外科の木曜日は 14 時からとなっていま

す。（予約制）

●内科は火・木曜日の 17 時～ 18 時まで診療を

行います。

●小児科は 12 月 19 日より田原医師が診療を行

います。

●教良木診療所の金曜日の黒田医師の診療は樋

口医師が行います。

　～～～～年末・年始の診療案内～～～～
■上天草総合病院
○ 12 月 29 日（土）、31 日（月）、１月１日（火）、

３日（木）は休診

○ 12 月 30 日（日）午前　外来診療

　内科、循環器内科、整形外科、小児科、眼科、

リハビリ、歯科

○１月２日（水）午前　外来診療

　内科、外科、小児科、産婦人科、リハビリ

■教良木診療所
○ 12 月 29 日（土）～ 1月 3日（木）まで休診

☆問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）

月 火 水 木 金

夕方外来

（内科）

和田

城臺

大村

山城

大村

坂本

教良木診療所 大村 坂本 樋口 応援 樋口

病院嘱託職員・臨時職員登録者募集

　上天草総合病院では、平成 25 年度の嘱託職員および臨時職員

採用のための登録者を募集します。登録は嘱託職員および臨時職

員選考試験により選考し、４月からの採用については登録者の中

から決定します。

■雇用期間　平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日まで

　（登録されても採用枠の関係で雇用されない場合があります）

■雇用職種等　下記一覧表のとおり

■募集期間　12 月 17 日（月）～平成 25 年１月７日（月）

■申込方法　「上天草総合病院臨時・非常勤職員申込書及び履歴

書」に希望職種を記入のうえ、上天草総合病院総務課へ提出し

てください。なお申込書は上天草総合病院総合案内、総務課（大

矢野庁舎）、市民窓口課（松島庁舎）、姫戸・龍ヶ岳統括支所に

設置してあります。

■試験日　平成 25 年１月 19 日（土）を予定しています。

　（日時、会場等については後日、本人に通知します。）

■試験方法　作文および面接

■問合せ先　上天草総合病院　総務課　☎ 0969（62）1122

□雇用職種等一覧（職種によって休日・夜間勤務有）
番号 職種 募集人員 資格等 賃金・報酬額

１
看護師

18 人程度
看護師・
准看護師免許

月額 16 万 3000 円

准看護師 月額 14 万 7000 円

２
看護師 日額　　　9000 円

准看護師 日額　　　8500 円

３ 訪問看護師 １人程度 看護師免許 月額 16 万 3000 円

４ 看護助手（病棟）22 人程度 月額 11 万 8000 円

５ 看護助手（外来）11 人程度 月額 11 万 5000 円

６
調理師

16 人程度
調理師免許 月額 12 万 9000 円

調理員 月額 12 万 3000 円

７ 清掃・洗濯員 11 人程度 月額 11 万　　　円

８ 介護員

16 人程度

月額 11 万 5000 円

９

介護福祉士 介護福祉士免許 日額　　　7000 円

介護員
ヘルパー２級以上 日額　　　6500 円

日額　　　6000 円

10
一般事務補助員

12 人程度 月額 11 万 5000 円
医療事務補助員

有資格者および
実務経験者

11 施設管理員 １人程度 日額　　　6600 円

12 栄養士 １人程度 栄養士免許 月額 14 万 7000 円

●勤務先　上天草総合病院

●種　別　番号２・９・11 は臨時、その他は嘱託

番号 職種 募集人員 資格等 賃金・報酬額

13
看護師

３人程度
看護師・
准看護師免許

月額 16 万 3000 円

准看護師 月額 14 万 7000 円

14 事務員 １人程度
有資格者および
実務経験者

月額 11 万 5000 円

●勤務先　教良木診療所

●種　別　嘱託
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生
涯
学
習

心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

生涯学習に関する
問 合 せ 先

●社会教育課
　☎0969（28）3361
●中央公民館
　☎0969（56）1111

　ニュースポーツとは、競技性を重視せず、誰でも参加できることを目的としたスポーツです。

そのニュースポーツを推進することを目的として活動している上天草市スポーツ推進委員協

議会が、登立小４年生の PTA より依頼を受け、９月 23 日に登立小で、ニュースポーツの指導

を行いました。

　今回の登立小では、キンボール・カローリングというニュースポーツを行いました。児童

たちは、体験したことがないニュー

スポーツに夢中になり保護者と楽し

くプレイしていました。

　今後、市スポーツ推進委員協議会

ではニュースポーツを皆さまに、広

く体験してもらい楽しんでもらいた

いと考えております。ニュースポー

ツを体験してみたいと思われる方は、

問合せ先までお気軽にお尋ねくださ

い。

■問合せ先　
　社会教育課スポーツ推進係　

　☎ 0969（28）3361

皆さんニュースポーツを体験しませんか？

上天草スポーツ推進委員協議会活動

上天草市学童軟式野球秋季大会
　上天草市学童軟式野球秋季大会が、10 月 20 日に大矢野総

合スポーツ公園グラウンドで行われました。

　代表の部は４試合中２試合が１点差という実力伯仲の各

チーム。勝利の女神がどっちに微笑むか最後までわからな

い緊迫した好試合が続きましたが、最後に女神が微笑んだ

のは維和ベースボールクラブでした。勝敗はつきましたが、

どこのチームの選手も小学生とは思えないレベルの高いプ

レーを見せてくれました。

バレー合宿開催のお知らせ
　V チャレンジリーグに所属する「フォレス

トリーヴズ熊本」が、12 月 27 日から翌年１

月３日までの８日間、大矢野総合体育館、松

島総合センター「アロマ」等を会場に年越し

合宿を実施します。

　５回目を迎える本合宿ですが、今年は九州

管内から高校 20 校 400 人と共に行います。

小中学生をはじめ、多くの皆さまのご観覧を

お待ちしております。

■問合せ先
○社会教育課スポーツ推進係

　☎ 0969（28）3361

○フォレストクラブ上天草（井手口）　

　☎ 090（7398）6864

▲ニュースポーツを楽しむ児童たち

▲代表の部優勝　維和ベースボールクラブ（維和小）

▲混成の部優勝　上小ビッグスターズ（上小）
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■図書館おはなし会（30分～１時間）
【森記念】１月 12 日（土）14 時から（森記念図書館）

【姫　戸】１月 12 日（土）10 時から（ 姫 戸 図 書 館 ）

【龍ヶ岳】12 月 15 日（土）14 時から（龍ヶ岳図書館）

【龍ヶ岳】１月 19 日（土）14 時から（龍ヶ岳図書館）

【対　象】幼児～小学校低学年

　みんながウキウキするような、楽しいおはなしをたく

さん用意して待ってます！おはなし会の最後には、みん

なで楽しく工作の時間。お友だちを誘って来てね！

図書の寄贈について

　田中美幸さま他６人の方にご寄贈いただきました。

ありがとうございました。

今年も読書マラソン開催中！

移動図書館巡回日

○ 12 月…19 日（水）【姫　戸】、26 日（水）【龍ヶ岳】

○１月…　９日（水）【大矢野】、16 日（水）【松　島】

※詳しい場所・時間については、社会教育課までお問

い合わせください。

　今年も読書マラソンを開催しております。ルールは、

本を読んで、スタンプを集めるだけ！「おはなし会に参

加すると３点」「サイコロボーナス」という「おまけ」ルー

ルもあります。

　たくさん読んだ人には、「お楽しみ」も予定しています。

頑張ってスタンプを集めてください！！

○期間　１月７日（月）まで

「しゃぼんだま」が「優良読書グループ」
として表彰されました

　松島町の読み聞かせグループ

「しゃぼんだま」（益田洋子代表）

が、読書推進運動協議会の全国優

良読書グループに選ばれました。

この表彰は、全国で活動している

約 8500 の読書グループのうち、各

都道府県の読書推進協議会に推薦

を受けたグループを表彰するもの

です。

　「しゃぼんだま」は平成 12 年に結成し、今では図書館・

保育園・小学校などで年間約 90 回ものおはなし会を行っ

ています。こうした地道な活動が評価され「優良読書グ

ループ」を受賞しました。

返却忘れの本はありませんか？

　年末ということで、大掃除をされるご家庭、たくさん

あると思います。

　もし、返却忘れの本や雑誌、ビデオが見つかった時は、

各図書館への返却をよろしくお願いします。

　何事も“スッキリ”と新年を迎えましょう♪

　なお、今年の図書館の開館は、12月27日(木)までです。

【全館共通】
●休館日 12 月 17 日、25 日、28 ～ 31 日

　　　　  １月 1～４日、７日、15 日、21 日、

　　　　         28 日、31 日

※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で

　お休みです。

※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな

ります。

※ 12 月 28 日～１月４日は、年末年始休館となり

ます。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】

◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

12 月のテーマ　「図書館司書オススメの本」
１月のテーマ　「笑い話」

報情

図書館だより
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上天草物産館さんぱ～る広場

３月 10 日 日
（前夜祭３月９日）

ところ

と　き

■種目・（参加資格）
◆一般の部　10km・ハーフマラソン・4.2km コース
　（男性 30 歳以上、女性 18 歳以上）

◆ファミリーの部　4.2km コース
　（同居家族が条件、年齢制限なし）

■参加料　
◆一 般 の 部…3500 円

◆ファミリーの部…3500 円＋ 700 円×（参加人数－１）

◆市 民 の 部 ・高 校 生 以 下…500 円

　　　　　　　　・18 歳以上の方…3500 円

■問合せ先　天草パールラインマラソン大会事務局
　〒 869‐3603　上天草市大矢野町中 2289 番地

               （大矢野総合体育館内）

    ☎ 0964（56）4701、FAX：0964（56）4702

　　受付時間 9時～ 17 時（月曜休館日）

★市民の部の参加条件★
　本市に在住・在勤の方に限ります。

○ 10km は中学生以上なら参加できます。

○ 4.2km は小学４年生以上なら参加できます。

☆小学３年生以下の児童は、ファミリーコー

スで家族と一緒に参加してね！

■参加申込　

　１月31日（木）まで

　◆市民の部　 ★申込用紙は、市役所各庁舎と松島総合センタ

ー「アロマ」、大矢野総合体育館内に設置し

ています。

■主催　上天草市、熊本走ろう会

■主管　天草パールランマラソン組織委員会

参加者募集中
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　上天草市では、東日本大震災等の影響により、離職を余儀なくされた非正規労働者等の失業者対策として、期間限

定の臨時職員を募集します。

■任用期間　平成 25 年３月１日～８月 31 日（番号６については、平成 25 年４月１日～９月 30 日）

■勤務時間　祝日を除く月曜日～金曜日の８時 30 分～ 17 時 15 分（番号２・３については、日曜出勤の場合あり）

■申込資格　次のいずれかに該当する者は受験できません。

①成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）

②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者

■応募条件等　震災等緊急雇用対応事業であり、被災求職者および平成 23 年３月 11 日以降に離職した失業者で、か

つ、原則として過去に他の基金事業に従事した経歴のない者。なお、被災求職者を優先的に雇用します。　　

■申込方法　 「上天草市臨時職員申込書及び履歴書」に希望職種等記入のうえ、総務課（大矢野庁舎）、市民窓口課（松

島庁舎）、姫戸・龍ヶ岳統括支所へ提出してください。

※用紙は、総務課、市民窓口課、各統括支所 ･各出張所に備え付けてあります。

■受付期間　12 月 17 日 ( 月 ) ～ 28 日 ( 金 ) の土、日曜日を除く平日 8時 30 分～ 17 時 15 分　

■試験日および試験方法　平成 25 年１月 22 日（火）に集団面接試験を予定しています。

※時間・会場等については、後日本人に通知します。

■募集職種
番
号 勤務先 事業名 職種（資格等） 賃金

日額
募集
人員

１
市長公室

（大矢野庁舎）
広報ネガフィルムデ
ジタル化整理事業

広報写真等のデジタル化のためのスキャニング等パ
ソコンでの業務（パソコンの基本操作ができること）

5800 円 １人

２
環境衛生課

（大矢野庁舎） ごみ減量化推進事業
及び野犬対策事業

ごみ減量化に伴う分別収集の指導および不法投棄パ
トロール・野犬捕獲檻の設置および回収業務

6300 円
２人

３ 龍ヶ岳統括支所 １人

４

高齢者ふれあい課
（松島庁舎）

高齢者訪問フォロー
アップ事業

高齢者のいる世帯を訪問し、相談を受け付け相談機
関へつなぐ

5800 円 ３人

５ 二次予防事業推進事業
介護予防の啓発、二次予防対象者の把握・事業への
参加勧奨、要フォロー者の把握・訪問、予防ケアマ
ネジメント（看護師）

6800 円 １人

６
商工観光課

（大矢野庁舎）
観光素材情報収集事業

観光資源情報（写真データ等）整理、収集等パソコ
ンでの業務（パソコンの基本操作ができること）

5800 円 １人

■資格　全職種要普通運転免許

■問合せ先　総務課人事給与係　☎ 0964（56）1111

　※ただし、詳しい業務内容等については勤務先の部署にて説明します。

緊急雇用創出基金事業臨時職員を募集します

「メーター検針・徴収員」を募集します

　平成 25 年３月末日をもちまして、１人の方が任期満了となります。今回の、募集および地区は

下記のとおりとなります。

旧　町 検針・徴収地区 募集人員

大矢野
治郎田・荒木浜・高田・越の浦・池の迫・野米・小瀬戸・貝場・前平・
小平・亀の迫

１人

□業務内容　検針業務（毎月１日～ ６日）および徴収業務（毎月 15 日前後～月末）

□報酬　○検針業務　１件あたり　75 円（平成 24 年度）

　　　　○徴収業務　１件あたり 150 円（平成 24 年度）

□応募資格　平成 25 年４月１日で 60 歳以下の方（性別は問いません。）

□提出物　履歴書（市販のもので結構です。）・市税等の未納がない証明（世帯員全員）

□提出期限　平成 25 年１月 21 日（月）

□提出先　水道局、大矢野窓口センター、市民窓口課、龍ヶ岳統括支所、各出張所

□その他の条件　平成 25 年３月１日～３月６日までは、検針引継の為、勤務できること

□試験方法　面接（日時・会場等については、後日本人に通知します。）

□問合せ先　水道局　☎ 0969（58）2111
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I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

問合せ先
大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
【代表】☎ 0964（56）1111
○市長公室○総務課（危
機管理防災室・選挙管理
委員会）○財政課○監理
課○企業誘致課○大矢野
窓口センター○会計課○
議会事務局○農業委員会
事務局○監査委員事務局
○企画政策課
　☎ 0964（26）5511
○農林水産課
　☎ 0964（26）5515
　☎ 0964（26）5516
○商工観光課
　☎ 0964（26）5512
○税務課
　☎ 0964（26）5519
　☎ 0964（26）5520
　☎ 0964（26）5523
○環境衛生課
　☎ 0964（26）5524
○上天草市消費生活センター
　☎ 0964（56）0783
○上天草市ふるさとハローワーク
　☎ 0964（57）4510
○ブランド推進室（上天草市農林
水産物加工品開発研究センター）
〒 869-3603
上天草市大矢野町中 11582-24
　☎ 0964（56）6100

税
の
ひ
ろ
ば

☎
総
務
課

行
政
相
談

▼
固
定
資
産
税
　
　
　
　
第
３
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
７
期

▼
納
期
限
　
　
　
12
月
25
日（
火
）

▼
口
座
振
替
日
　
12
月
25
日（
火
）

▼
問
合
せ
先
　

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

○
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
税
務
課

12
月
の
納
税

相
談
・
申
請

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

☎
保
健
課

年
金
相
談

　
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
25
年
１
月
18
日

（
金
）
10
時
～
15
時

▼
場
所
　
市
役
所
大
矢
野
庁
舎

　
書
庫
棟
１
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先
　
保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係
　

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

◎
年
金
相
談
予
約
受
付
中

　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

年
金
手
帳
を
お
手
元
に
お
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室
　

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

固定資産税における雑種地課税の見直しに伴う説明会を実施します

　平成 25 年度から雑種地評価の均衡、税負担の公平を図るため、地方税法等に沿って、土

地の利用状況に応じ評価する宅地比準方式により、その土地の評価額を見直します。

　見直しの内容としましては、土地の課税地目が雑種地であって、その土地が駐車場、資

材置場、荒地等の用途としている土地について、宅地比準の評価方法を用い、算出した価

格に ｢ 上天草市固定資産（土地）評価事務取扱要領 ｣ に基づき評価区分に応じた補正率を

乗じて評価額を決定します。また、地目が雑種地であるが現況において、田・畑・宅地・

山林等の用途としている土地については、その用途により課税を行います。

　なお、雑種地課税による説明会を下記のとおり実施しますので、ご参加をお願いいたします。

○問合せ先　税務課固定資産税係　☎ 0964（26）5520

地区 場所 日時
登立 農村婦人の家 平成 25 年１月 16 日（水）19 時～

上 上公民館 平成 25 年 1 月 18 日（金）19 時～

中 中公民館 平成 25 年 1 月 21 日（月）19 時～

維和 維和出張所 平成 25 年 1 月 23 日（水）19 時～

松島 松島保健センター 平成 25 年 1 月 25 日（金）19 時～

姫戸 姫戸統括支所 平成 25 年 1 月 28 日（月）19 時～

龍ケ岳 龍ケ岳統括支所 平成 25 年 1 月 30 日（水）19 時～

※湯島地区は地籍調査が完了していないため、平成 26 年度から課税の見直しとなります

ので説明会は実施しません。

▼
開
設
日
　
平
成
25
年
１
月
10
日

（
木
）

▽
大
矢
野
　
13
時
～
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先
　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

☎
学
務
課

小
中
学
生
の
保
護
者
さ
ま
へ

就
学
援
助
の
申
請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
学

校
で
必
要
な
費
用
の
支
払
い
が
困

難
な
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品

等
の
経
費
の
一
部
を
援
助
す
る
制

度
（
就
学
援
助
制
度
）
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
25
年
度
の
申
請
に
関
し
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
の
小
中
学
校
に

在
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

で
、
所
得
等
の
要
件
を
満
た
さ

れ
る
方
。

▼
申
請
期
間

○
小
中
学
校
に
在
学
中
（
小
学
校

１
年
生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま

で
）
の
児
童
生
徒
の
保
護
者

　
平
成
25
年
１
月
８
日
（
火
）
～

25
日
（
金
）

○
平
成
25
年
４
月
に
新
小
学
校
１

年
生
と
な
る
保
護
者

　
平
成
25
年
１
月
８
日
（
火
）
～

４
月
下
旬

▼
申
請
に
つ
い
て
　
申
請
方
法
そ
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問合せ先

＜松島庁舎＞
〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
【代表】☎ 0969（56）1111
○都市整備課○市民窓口課
○建設課
　☎ 0969（28）3350
○福祉課（子育て支援室）
　☎ 0969（28）3351
○保健課
　☎ 0969（28）3354
・健康づくり推進室
　☎ 0969（28）3356
○高齢者ふれあい課（地域
包括支援センター）
　☎ 0969（28）3360
□教育委員会
○学務課
　☎ 0969（28）3364
　☎ 0969（28）3365
○社会教育課
　☎ 0969（28）3361　
＜姫戸統括支所・水道局＞
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
　☎ 0969（58）2111
＜龍ヶ岳統括支所・情報推進室＞
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
　☎ 0969（62）1111

平
成
24
年
度
調
理
師
業
務
従

事
者
届
の
提
出
に
つ
い
て

借
金
で
お
困
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か

　
就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法

に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
就
業
地
等

に
関
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
　
平
成
24
年
12
月
31
日
現

在
、
調
理
師
免
許
を
有
し
県
内

で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る

方
▼
届
出
用
紙
の
設
置
場
所
　
県
庁

健
康
づ
く
り
推
進
課
、
県
内
各

保
健
所
、
熊
本
市
各
区
役
所

▼
提
出
期
限
　
平
成
25
年
１
月
15

日
（
火
）
ま
で

▼
提
出
先
　
就
業
地
を
所
管
す
る

の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
１
月
に
学
校
か
ら
（
新
１

年
生
に
関
し
て
は
、
体
験
入
学

や
入
学
式
等
）
配
布
さ
れ
る
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員

会
学
務
課
、
ま
た
は
お
近
く
の

小
中
学
校
の
事
務
職
員
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
学
務
課
学
務
係
　

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
４

保
健
所

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
県
健
康
づ
く

り
推
進
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
） 

２
２
５
２

　
九
州
財
務
局
の
「
多
重
債
務
相

談
窓
口
」
で
は
、
相
談
員
が
借
金

の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の

ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
お

困
り
な
の
か
、
あ
な
た
の
話
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
解
決
に
向
け

て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司

法
書
士
等
の
専
門
家
に
お
つ
な
ぎ

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
の
原
則
と
し
て
９
時
～

12
時
・
13
時
～
17
時

▼
費
用
　
無
料

▼
場
所
　
熊
本
地
方
合
同
庁
舎
内

▼
専
用
電
話
　

　
☎
０
９
６
（
３
５
１
）
０
１
５
０

▼
問
合
せ
先
　
九
州
財
務
局

☎
企
画
政
策
課

上
天
草
高
校
生
地
元
就

職
祝
金
を
給
付
し
ま
す

　
上
天
草
市
で
は
、
平
成
23
年
度

に
大
矢
野
高
校
お
よ
び
松
島
商
業

高
校
を
卒
業
し
た
方
が
市
内
の
事

業
所
に
就
職
し
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
、
地
元

就
職
祝
金
を
給
付
し
ま
す
。

▼
要
件

①
平
成
23
年
度
に
大
矢
野
高
校
お

よ
び
松
島
商
業
を
卒
業
後
、
市

外
の
事
業
所
等
に
就
職
す
る
こ

と
な
く
市
内
の
事
業
所
に
就
職

し
、
同
一
事
業
所
に
継
続
し
て

９
カ
月
以
上
就
業
し
て
い
る
方

②
大
矢
野
高
校
お
よ
び
松
島
商
業

高
校
を
卒
業
後
、
60
日
以
内
に

就
業
し
た
方

③
上
天
草
市
に
住
所
を
有
す
る
方

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

▼
祝
金
の
額
　
３
万
円

▼
申
請
方
法
　
企
画
政
策
課
（
大

矢
野
庁
舎
）、市
民
窓
口
課
（
松

島
庁
舎
）、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
統

括
支
所
か
ら
申
請
書
類
等
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し

関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
、
企

画
政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
期
限
　
就
職
後
１
年
以
内

▼
問
合
せ
先
　
企
画
政
策
課
ま
ち

づ
く
り
・
統
計
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、育
児
・

介
護
休
業
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
巡
回
個
別
相
談
会

　
育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
よ
う
と

し
た
ら
、
戻
れ
る
場
所
が
な
い
と

言
わ
れ
た
、
上
司
の
発
言
が
セ
ク

ハ
ラ
で
は
な
い
か
な
ど
、
職
場
で

の
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
25
年
１
月
18
日

（
金
）
10
時
～
15
時

▼
場
所
　
天
草
労
働
基
準
監
督
署

▼
相
談
料
　
無
料

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
労
働
局
雇
用

均
等
室

　
☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
８
６
５

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
自
宅
に
居
な
が
ら
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送
（
テ
レ
ビ
科
目
、
ラ
ジ
オ

科
目
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学

べ
る
通
信
制
大
学
で
す
。

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
２
月
28
日
（
木
）

ま
で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
の
で
放
送
大
学
熊
本
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
ま
た
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
放
送
大
学
熊
本
学

習
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０
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お知らせ

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ｉ
ｎ
パ
レ
ア
を
開

催
し
ま
す

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
生
を

募
集
中
で
す

▼
訓
練
内
容
　
情
報
処
理
技
術
習

得
訓
練
（
２
年
間
）

▼
訓
練
場
所
　
身
体
障
害
者
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
益
城
町
）

▼
応
募
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
の
申
込
み
を
し
、
高
校
卒

業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
と

同
等
以
上
の
能
力
を
有
し
た
方

で
、
特
別
な
介
助
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
な
ど

▼
定
員
　
10
人

▼
募
集
締
切
　
平
成
25
年
１
月
21

日
（
月
）
ま
で

▼
費
用
　
年
間
２
万
円
程
度

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
県
立
熊
本
高

等
技
術
訓
練
校

　
☎
０
９
６
（
３
７
８
）
０
１
２
１

　
本
年
度
は
、「
き
な
っ
せ
　
パ

レ
ア
へ
！
～
見
て
、
聞
い
て
、
体

験
し
よ
う
よ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

２
日
間
に
わ
た
り
子
ど
も
の
も
の

づ
く
り
や
体
験
活
動
等
を
中
心
に

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ご
家
族
で
、
子
ど
も
会
等
の
団
体

で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
し
い
情

報
は
、
熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
25
年
１
月
26
日

（
土
）、
27
日
（
日
）
10
時
～
16

時
▼
場
所
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
県
生
涯
学
習

推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
４
３
１
２

第
２
回
「
八
代
海
北
部
沿
岸

都
市
」
ぐ
る
り
ん
グ
ル
メ
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

　「
八
代
海
北
部
沿
岸
都
市
」
地

域
（
八
代
市
、
氷
川
町
、
宇
城
市
、

上
天
草
市
）
に
は
、
豊
か
な
海
、

八
代
海
で
獲
れ
る
海
産
物
や
肥
沃

な
大
地
で
育
ま
れ
た
農
産
物
が
豊

富
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
美
味
し
さ
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
頂
く
た
め
に
、
地
域
や
各

家
庭
に
伝
わ
る
料
理
等
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
ご
自
慢
の
レ
シ
ピ
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
　
平
成
25
年
１
月
25

日
（
金
）
ま
で

▼
募
集
内
容
　
地
域
や
各
家
庭
に

伝
わ
る
料
理
や
お
菓
子
な
ど
１

品
。
た
だ
し
、
八
代
市
、
氷
川

町
、
宇
城
市
、
上
天
草
市
内
産

の
食
材
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
10
人
分
の
料
理
を
準

備
・
持
参
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
材
料
費
に
つ
い
て
は
５
千
円
を

上
限
に
支
給
い
た
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
八
代
市
、氷
川
町
、

宇
城
市
、
上
天
草
市
に
在
住
・

在
勤
の
方
（
グ
ル
ー
プ
も
可
）

▼
開
催
日
時
　
平
成
25
年
２
月
24

日
（
日
）
10
時
～
13
時
予
定

▼
表
彰
　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
、
他
数
点
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
郵
送
　
〒
８
６
６-

８
６
０
１

　
八
代
市
松
江
城
町
１
‐
25

　「
八
代
海
北
部
沿
岸
都
市
」
地

域
連
携
創
造
会
議
事
務
局
（
八

代
市
企
画
政
策
課
内
）

②
℻
０
９
６
５
（
32
）
８
９
４
４

③
電
子
メ
ー
ル
　kikaku@

city.
yatsushiro.lg.jp

▼
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課
企
画

係
　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

「
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農

業
」
の
生
産
宣
言
・
応
援

宣
言
を
募
集
し
ま
す

　「
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
」

と
は
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を

生
産
・
供
給
す
る
と
と
も
に
、
熊

本
の
宝
で
あ
る
き
れ
い
で
豊
か
な

地
下
水
を
始
め
と
す
る
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
た
め
、

土
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、
慣
行

第 13回菜の花ウォーキングを開催します

　上天草市では、いち早く訪れる春を感じてもらうために、

菜の花ウォーキングを開催します。当日は、松島総合運動

公園前の「100 万本の菜の花園」を出発して高舞登山を目

指す、往復約５㎞のコースを、春の気配を感じながら、ゆっ

くりと楽しんでいただきます。主会場では、お楽しみ抽選

会やシイタケのこま打ち体験も予定しています。

○開催日　平成 25 年２月２日 (土 )

○場　所　（主会場）松島総合センターアロマ

　　　　　（コース）アロマ～高舞登山

○内　容　・ウォーキング

　　　　　・昼食（地元の食材まんさい汁・おにぎり等）

　　　　　・お楽しみ抽選会

　　　　　・シイタケのこま打ち体験（希望者のみ・有料）

○参加費　大人 1000 円　小・中学生 500 円　小学生未満無料

○定　員　先着500人（平成25年１月４日から募集開始予定）

○問合せ先　商工観光課観光振興係　☎ 0964（26）5512

□絵手紙大賞募集
　「100 万本の菜の花園」の絵手紙を募集しておりま

す。一面に咲いた早咲きの菜の花を見て、触れて、感

じたことを絵手紙で表現してください。締め切りは平

成25年２月8日（金）です。大会当日は、絵手紙体験（100

円）も予定しています。

▼絵手紙大賞に関する問合せ先
　絵手紙サークルしおまねき会　深水洋子

　☎ 0969（56）0154
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そ
の
他

農
法
に
比
べ
て
化
学
合
成
肥
料
や

化
学
合
成
農
薬
を
削
減
す
る
な

ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
へ
の

取
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
生
産
者
の
方
に
は
こ
の
グ
リ
ー

ン
農
業
に
取
り
組
む
と
い
う
「
生

産
宣
言
」
を
、
消
費
者
や
企
業
の

方
に
は
「
応
援
宣
言
」
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
生
産
者
と
消
費

者
と
の
絆
を
深
め
、
県
民
あ
げ
て

の
運
動
と
し
て
「
く
ま
も
と
グ

リ
ー
ン
農
業
」
の
さ
ら
な
る
普
及

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
な
お
、
宣

言
を
さ
れ
た
方
に
は
、
知
事
か
ら

宣
言
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

▼
宣
言
で
き
る
方

○
「
生
産
宣
言
」　
生
産
者
の
方

で
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
土
づ
く

り
に
加
え
て
化
学
合
成
肥
料
低

減
技
術
と
化
学
合
成
農
薬
低
減

技
術
の
う
ち
１
つ
、
ま
た
は
そ

の
両
方
を
導
入
し
、
生
産
履
歴

の
記
帳
を
行
う
方

○
「
応
援
宣
言
」　
く
ま
も
と
グ

リ
ー
ン
農
業
の
取
組
み
を
応
援

す
る
県
内
の
団
体
（
消
費
者
団

体
・
学
校
・
企
業
等
）
や
一
般

の
熊
本
県
民
の
方

▼
取
組
み
　
生
産
者
等
は
生
産
し

た
農
産
物
に
、
そ
の
取
組
み
に

応
じ
た
表
示
マ
ー
ク
を
使
用
で

き
、
消
費
者
等
は
表
示
マ
ー
ク

を
目
印
に
「
グ
リ
ー
ン
農
業
」

農
産
物
を
購
入
で
き
ま
す
。

▼
宣
言
方
法
　
次
の
ア
ド
レ
ス
ま

た
は
、
担
当
課
か
ら
申
出
書
を

入
手
し
、
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
上
、
担
当
課
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

○
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w

.
pref.kum

am
oto.jp/site/

kum
am

otogreen/

▼
問
合
せ
先
　

○
市
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係
　

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
６

○
熊
本
県
農
業
技
術
課
　

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
８
３

湯
木
尚
二
講
演
会
と
ト
ー

ク
シ
ョ
ー

　
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、
阿
蘇
大
水
害
復
興

支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
と
し

て
、「
湯
木
尚
二
講
演
会
と
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
収

益
金
は
全
て
阿
蘇
市
へ
寄
付
し
ま

す
。

▼
日
時
　
平
成
25
年
１
月
20
日

（
日
）14
時
30
分
～（
14
時
開
場
）

▼
場
所
　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

▼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
入
場
整
理
券
　

１
０
０
０
円

▼
内
容

○
講
演
　「
日
本
料
理
と
お
も
て

な
し
の
心
」（
湯
木
尚
二
氏
）

○
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
湯
木
尚
二
氏

と
ギ
タ
ー
和
尚
）

▼
問
合
せ
先
　
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
２
９
３
９

☎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

成
年
後
見
制
度
を
ご
存

知
で
す
か

　
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
物
事
を
判

断
す
る
能
力
が
不
十
分
な
方
の
中

に
は
、
預
貯
金
や
不
動
産
等
の
財

産
管
理
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約

を
結
ん
だ
り
す
る
必
要
が
あ
っ
て

も
、
自
分
で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
行

う
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
本
人
に

代
わ
っ
て
、
法
的
に
権
限
を
与
え

ら
れ
た
成
年
後
見
人
等
が
行
う
こ

と
に
よ
り
、
本
人
を
保
護
し
、
支

援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　
な
お
、
ご
利
用
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
や
、
も
っ
と
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
相
談
窓
口

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口
・
問
合
せ
先
　
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

☎
環
境
衛
生
課

家
庭
で
で
き
る
ご
み
減

量
の
実
行
例

　「
ご
み
を
減
ら
す
っ
て
言
わ
れ

て
も
、
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
…
そ
う

思
っ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
こ
で
、
各
家
庭
で
簡
単
に
で

き
る
ご
み
減
量
の
実
行
例
を
紹
介

し
ま
す
。

　
一
人
一
日
10
グ
ラ
ム
の
削
減

で
、
年
間
１
０
０
ト
ン
以
上
の
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ひ
と
工
夫
し
て
一
緒
に

ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

▼
買
い
物
に
行
く
と
き
は
、
マ
イ

バ
ッ
ク
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を

断
り
ま
し
ょ
う
。

○
効
果
　
レ
ジ
袋

を
１
枚
減
ら
す

と
、
約
10
グ
ラ

ム
の
ご
み
を
削
減
で
き
ま
す
。

▼
調
理
く
ず
な
ど
の
生
ご
み
は
、

捨
て
る
前
に
十
分
水
切
り
し
ま

し
ょ
う
。

○
効
果
　
約
25
グ
ラ

ム
の
水
分
を
削
減

で
き
ま
す
。

▼
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
や
菓
子
箱
等
は

た
た
ん
で
、
分
別
収
集
時
に
雑

誌
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
小
さ
い
紙
類
は
、
紙
袋
等

に
入
れ
、
雑
誌
類
と
一
緒
に
く

く
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
効
果
　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
１
箱
を

資
源
に
出
す
と
、
お
よ
そ
40
グ

ラ
ム
の
可
燃
ご
み
を
削
減
で
き

ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
環
境
衛
生
課
衛
生
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

第
40
回
明
る
い
選
挙
推

進
駅
伝
を
開
催
し
ま
す

　
今
年
も
「
明
る
い
選
挙
」
を
合

言
葉
に
正
し
い
選
挙
の
啓
発
、
な

ら
び
に
市
民
相
互
の
親
睦
と
融
和

お
よ
び
健
康
増
進
を
目
的
と
し

て
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
地
区
や
会
社
な
ど
の
各
種
団

体
、
ま
た
は
学
校
単
位
や
気
の
合

う
仲
間
で
、
成
績
に
関
係
な
く
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
皆

さ
ん
走
り
ま
す
の
で
、
大
会
当
日

は
沿
道
で
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
25
年
２
月
３
日

（
日
）
10
時
ス
タ
ー
ト

▼
主
催
　
市
青
年
団
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
、
市
陸
上
競
技
協
会

▼
部
門
　
一
般
の
部
、
学
生
の
部

▼
申
込
締
切
　
平
成
25
年
１
月
７

日
（
月
）
ま
で

▼
問
合
せ
先
　
上
天
草
市
青
年
団

事
務
局
　
西
釜
（
市
商
工
観
光

課
勤
務
）

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
２
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お知らせ

Ｂ
）
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
上
岡
建
設
（
松
島
町
）

③
７
０
６
万
６
５
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
３
月

□
問
合
せ
先
　
監
理
課
契
約
検
査
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
10
月
19
日
入
札
分

▼
貝
場
漁
港
小
瀬
戸
護
岸
測
量
設

計
委
託

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②
（
株
）
第
一
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

天
草
支
店
（
天
草
市
）

③
２
４
７
万
８
０
０
０
円

④
10
月
～
12
月

▼
市
道
亀
の
迫
江
後
線
道
路
維
持

工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②
（
有
）
マ
サ
ル
建
設

③
２
６
７
万
７
５
０
０
円

④
10
月
～
平
成
25
年
１
月

▼
単
県
治
山
（
姫
戸
字
小
浦
）
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
（
有
）
大
栄
住
宅
（
姫
戸
町
）

③
２
６
２
万
５
０
０
０
円

④
10
月
～
平
成
25
年
１
月

▼
大
道
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
機

能
保
全
計
画
書
作
成
業
務

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ
　
上

天
草
事
務
所
（
松
島
町
）

③
７
８
２
万
２
５
０
０
円

④
10
月
～
平
成
25
年
２
月

▼
湯
島
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
機

能
保
全
計
画
書
作
成
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
湯
島
地
区
内

②
（
株
）
中
央
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
　
九
州
支
店
（
熊
本
市
）

③
８
４
０
万
円

④
10
月
～
平
成
25
年
２
月

□
10
月
30
日
入
札
分

▼
市
道
環
状
南
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②
浦
上
産
業
（
大
矢
野
町
）

③
２
８
０
万
３
５
０
０
円

④
11
月
～
12
月

▼
市
道
西
の
浦
松
ヶ
崎
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
木
下
建
設
（
株
）（
大
矢
野
町
）

③
２
６
２
万
５
０
０
０
円

④
11
月
～
12
月

▼
林
道
神
代
線
災
害
復
旧
工
事

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②
（
有
）
堂
下
工
務
店
（
姫
戸
町
）

③
64
万
５
７
５
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
１
月

▼
林
道
白
嶽
線
災
害
復
旧
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
（
有
）
堂
下
工
務
店
（
姫
戸
町
）

③
１
２
３
万
９
０
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
１
月

▼
倉
江
浄
水
場
築
造
に
伴
う
教
良

木
ダ
ム
送
水
管
布
設
替
工
事

（
１
工
区
）

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
（
有
）
河
本
電
設
（
松
島
町
）

③
４
８
５
万
１
０
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
２
月

▼
倉
江
浄
水
場
築
造
に
伴
う
教
良

木
ダ
ム
送
水
管
布
設
替
工
事

（
２
工
区
）

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
荒
木
電
気
工
事
（
松
島
町
）

③
４
８
５
万
７
３
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
２
月

▼
市
道
合
津
西
の
浦
４
号
線
舗
装

工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
資
）
福
冨
組
（
松
島
町
）

③
２
８
６
万
６
５
０
０
円

④
11
月
～
12
月

▼
維
和
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
（
株
）
宮
田
設
計
　
上
天
草
営

業
所
（
大
矢
野
町
）

③
５
９
３
万
２
５
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
３
月

▼
維
和
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工

事
実
施
設
計
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
（
株
）
宮
田
設
計
　
上
天
草
営

業
所
（
大
矢
野
町
）

③
２
９
８
万
２
０
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
３
月

▼
市
道
赤
崎
池
ノ
浦
線
防
災
対
策

測
量
設
計
業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
（
株
）
熊
本
総
合
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
　
上
天
草
事
務
所

（
大
矢
野
町
）

③
３
０
７
円
６
５
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
２
月

▼
教
良
木
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
（
株
）
Ｓ
Ｄ
Ａ
建
築
設
計
事
務

所
（
熊
本
市
）

③
２
０
４
万
７
５
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
２
月

▼
市
道
坊
主
島
下
桶
川
線
測
量
設

計
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ
　
上

天
草
事
務
所
（
松
島
町
）

③
２
７
６
万
１
５
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
１
月

▼
単
県
治
山
（
中
字
鷹
の
巣
）
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
株
）サ
ン
キ
ョ
ウ（
大
矢
野
町
）

③
３
１
３
万
６
３
５
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
２
月

□
11
月
６
日
入
札
分

▼
市
道
元
釜
線
28
号
防
災
対
策
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
肥
後
央
州
興
産（
有
）（
龍
ヶ
岳
町
）

③
８
５
０
万
５
０
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
２
月

▼
市
道
井
出
の
川
線
防
災
対
策
工
事

①
松
島
町
内
野
河
内
地
区
内

②（
株
）ク
リ
ー
ン
開
発（
松
島
町
）

③
８
１
５
万
８
５
０
０
円

④
11
月
～
平
成
25
年
３
月

▼
倉
江
浄
水
場
築
造
（
場
内
付
帯

Ａ
）
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
（
資
）
福
冨
組
（
松
島
町
）

③
１
２
６
０
万
円

④
11
月
～
平
成
25
年
３
月

▼
倉
江
浄
水
場
築
造
（
場
内
付
帯

☎
企
画
政
策
課

平
成
24
年
工
業
統
計
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
産

業
政
策
、
中
小
企
業
政
策
な
ど
行

政
政
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め

の
調
査
で
、
平
成
24
年
12
月
31
日

を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
て
の
製
造
業

を
対
象
と
し
て
お
り
、
調
査
員
が

平
成
24
年
12
月
か
ら
平
成
25
年
１

月
に
か
け
て
事
業
所
に
お
伺
い
し

☎
総
務
課

市
職
員
人
事
異
動

□
11
月
１
日
付
（
　
）
は
前
所
属

■
経
済
振
興
部

●
商
工
観
光
課
▽
川
端
彰
（
県
派

遣
）

□
12
月
１
日
付
（
　
）
は
前
所
属

●
総
務
課

▼
県
派
遣
▽
入
口
紘
光
（
商
工
観

光
課
）

□
問
合
せ
先
　
総
務
課
人
事
給
与
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１
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善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
た
方
々
を
紹
介
し
ま

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

家
庭
等
で
飼
育
し
て
い
る

鳥
を
守
る
た
め
に

　
平
成
22
年
11
月
以
降
に
鹿
児
島

県
、
宮
崎
県
、
大
分
県
を
は
じ
め
、

９
県
24
養
鶏
場
で
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
約

１
８
６
万
羽
の
鶏
が
処
分
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
11
月
以

降
に
は
島
根
県
、
群
馬
県
、
岩
手

県
で
死
亡
し
た
野
鳥
か
ら
低
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
分
離
さ
れ
て
お
り
、
今
年
の
冬

も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち

に
家
庭
等
で
飼
育
し
て
い
る
鳥
が

感
染
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る

可
能
性
の
あ
る
野
鳥
等
が
近
づ
か

な
い
よ
う
に
小
屋
に
は
金
網
や
防

鳥
ネ
ッ
ト
（
２
cm
角
以
下
）
を
張

り
、
ま
た
餌
や
水
は
小
屋
の
中
に

置
き
、
餌
が
小
屋
の
周
辺
に
散
乱

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
飼

育
し
て
い
る
鳥
は
毎
日
観
察
し
、

世
話
を
し
た
後
は
手
洗
い
と
う
が

い
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
連

続
し
て
死
亡
す
る
な
ど
の
異
常
が

あ
れ
ば
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
家
き
ん
（
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず

ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
）
の
連
絡
先

　
熊
本
県
天
草
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
３
６
６
８

○
愛
玩
鳥（
右
記
の
家
き
ん
以
外
）

の
連
絡
先

　
熊
本
県
天
草
保
健
所

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
７
２

○
野
鳥
の
連
絡
先
　
熊
本
県
天
草

地
域
振
興
局
林
務
課

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
４
３
２
２

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
交
通
規

制
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　
平
成
25
年
２
月
17
日
（
日
）、

熊
本
市
に
お
い
て
「
～
政
令
指
定

都
市
誕
生
記
念
～
第
２
回
熊
本
城

マ
ラ
ソ
ン
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た

り
大
規
模
な
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
沿

線
以
外
の
通
行
可
能
な
道
路
で
も

大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
熊
本
市
へ
お
越
し
の
皆
さ
ま
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
の
方
が
参
加
さ
れ
る
市

民
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
に
、
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
交
通
規
制
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局
（
熊
本
市

観
光
文
化
交
流
局
ス
ポ
ー
ツ
振

年
末
年
始
の
閉
庁
等
に
つ

い
て

■
市
役
所
等

●
大
矢
野
・
松
島
庁
舎
、
姫
戸
・

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
、
各
出
張
所

○
12
月
29
日
（
土
）
～
１
月
３
日

（
木
）
ま
で
閉
庁

※
死
亡
届
な
ど
緊
急
を
要
す
る
こ

と
は
市
役
所
警
備
員
室
な
ど
で

受
付
可
能

■
市
立
病
院
・
福
祉
健
康
施
設
な
ど

●
上
天
草
総
合
病
院
・
教
良
木
診

療
所

○
23
ペ
ー
ジ
に
掲
載

●
湯
島
診
療
所

○
12
月
29
日
（
土
）
～
１
月
３
日

（
木
）
ま
で
休
診

●
大
矢
野
・
姫
戸
・
大
道
・
樋
島

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
12
月
29
日
（
土
）
～
１
月
３
日

（
木
）
ま
で
閉
館

●
上
天
草
市
斎
場

○
１
月
１
日
（
火
）
は
休
館

■
体
育
文
化
施
設
な
ど

●
大
矢
野
総
合
体
育
館
、
松
島
総

合
セ
ン
タ
ー「
ア
ロ
マ
」、樋
合
・

阿
村
・
教
良
木
河
内
山
村
広
場
・

姫
戸
・
牟
田
・
龍
ヶ
岳
体
育
館

○
12
月
28
日
（
金
）
～
１
月
４
日

（
金
）
ま
で
休
館

●
各
図
書
館

○
25
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
観
光
施
設
な
ど

●
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草

○
35
ペ
ー
ジ
に
掲
載
　

●
上
天
草
物
産
館
さ
ん
ぱ
ー
る

○
12
月
25
日
（
火
）
～
30
日
（
日
）

は
７
時
～
18
時
ま
で
営
業

○
12
月
31
日
（
月
）
は
７
時
～
17

時
ま
で
営
業

○
１
月
１
日
（
火
）
は
休
館
　

○
１
月
２
日
（
水
）
は
９
時
～
18

時
ま
で
営
業

●
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

○
12
月
29
日
（
土
）
～
１
月
１
日

（
火
）
ま
で
休
館

ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
頂

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の

で
、安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
企
画
政
策
課
ま
ち

づ
く
り
・
統
計
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

興
課
内
）

　
☎
０
９
６
（
３
２
８
）
２
３
７
３

す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、阿
村
婦
人
会
、

創
作
菓
子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本

郷
絵
手
紙
も
み
じ
会
、 

Ｊ
Ａ
だ

ん
だ
ん
、
天
理
教
大
矢
野
支

部
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、
山
本
春
子
、

圓
尾
玲
子
、
山
下
エ
ツ
子
、
西

山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
濱
口
民
謡

教
室
、
琴
響
会
、
政
洲
会
、
木

下
と
も
子
、
話
し
相
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
な
ご
み
」、
龍
ヶ
岳

町
老
人
ク
ラ
ブ
・
オ
ム
ツ
た
た

み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
梅
戸
義
伸

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
付

▽
教
育
の
水
準
向
上
事
業
・
そ
の

他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る

事
業

▼
若
松
孝
市
（
東
京
都
港
区
）

▽
観
光
振
興
事
業

▼
藤
川
靖
（
福
岡
県
福
岡
市
）

▽
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認

め
る
事
業

▼
関
東
上
天
草
ふ
る
さ
と
会
　
代

表
松
浦
富
夫（
埼
玉
県
上
尾
市
）

お
詫
び
と
訂
正

　
11
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

○
裏
表
紙
の
「
上
天
草
観
光
ガ
イ

ド
の
会
が
ガ
イ
ド
を
開
始
」
中

の
「
城
山
法
子
」
さ
ん
は
「
城

山
満
子
」さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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お知らせ

　これからの季節は、気温が下がることによる水道管の凍

結や寒暖差による継ぎ目の緩みが原因で漏水が心配な時期

です。破損部分は徐々に大きくなる為、気付くのが遅れ思

いがけないほど高い料金（約 10 倍）になった例もあります。

時々はご家庭の水道メーターを確認され、異常があれば早

急に指定店へ連絡され修理を依頼してください。

※上天草市の指定店につきましては、下記の通りです。

注 1）指定店以外での修理は、水道料金の減免の対象に

なりません。

注 2）漏水修理代金は個人負担となります。

注 3）減免の対象は、埋設管（壁の中・地下など漏水箇

所がすぐに見つからない部分）のみです。

水道だより 大矢野地区
（有）水元電気 登立 ☎ 0964（56）0447

（有）小松野電気 登立 ☎ 0964（56）2968

連川設備 登立 ☎ 0964（56）2912

（有）金子電気 登立 ☎ 0964（56）0454

（有）寄河電気 登立 ☎ 0964（56）2264

（株）ニュー直江 登立 ☎ 0964（56）1100

竹本電気 上 ☎ 0964（56）2208

タエノ電設 上 ☎ 0964（56）3312

（有）汐田電設 中 ☎ 0964（56）5628

コジマデンキ 維和 ☎ 0964（58）0374

松島地区
荒木電気工事 阿村 ☎ 0969（56）0518

岩崎電気店 阿村 ☎ 0969（56）1680

水本電気商会 阿村 ☎ 0969（56）0298

（株）西本電機 合津 ☎ 0969（56）1166

（株）西山電設 合津 ☎ 0969（56）2681

キムラデンキ 合津 ☎ 0969（56）0664

水野電設 合津 ☎ 0969（56）1740

天草石油（株）松島支店 合津 ☎ 0969（56）0286

西本電設 合津 ☎ 0969（56）0791

タケモトデンセツ 合津 ☎ 0969（56）1739

山内電設 合津 ☎ 0969（56）2501

（有）河本電設 今泉 ☎ 0969（56）2966

杉島電気 今泉 ☎ 0969（56）1039

久具設備 今泉 ☎ 0969（56）1738

南邦建設（株）上天草支店 今泉 ☎ 0969（56）0850

姫戸地区
川本電気商会 姫浦 ☎ 0969（58）3356

㈱碇電設 姫浦 ☎ 0969（58）2648

寺中設備 二間戸 ☎ 0969（58）3768

（有）天草防災電気設備 二間戸 ☎ 0969（58）3415

山下商会 二間戸 ☎ 0969（58）2275

マツモト設備 二間戸 ☎ 0969（58）3182

龍ヶ岳地区
村川設備 大道 ☎ 0969（63）0161

（有）川本電設 大道 ☎ 0969（63）0541

江平電気 大道 ☎ 0969（63）0203

（有）光永工業所 大道 ☎ 0969（63）0116

（有）瀧下建設 高戸 ☎ 0969（62）1230

北垣工業店 高戸 ☎ 0969（62）0069

浦下デンキ店 高戸 ☎ 0969（62）0058

江口商店 高戸 ☎ 0969（62）0022

木戸電設 高戸 ☎ 0969（62）0085

江郷電器 樋島 ☎ 0969（62）0753

山本住設 樋島 ☎ 0969（62）1147

　市では、平成 21 年１月 24 日に男女共同参画

都市宣言を行い、男女がお互いの人権を尊重し

合い、自分らしく生きる喜びを感じ、安心して

心豊かに暮らせる社会づくりを目指しています。

　そこで、宣言を行った１月 24 日から 30 日ま

での１週間を「上天草市男女共同参画週間」と

設定し、市の男女共同参画社会の実現に向けて

さまざまな啓発活動を行っています。

　今年度も啓発活動の一環として「～つなぎあ

い　男女 ( とも ) につくろう　こころかようま

ち～」を基本理念とし、市民の皆さまが一同に

集う「男女共同参画フォーラム～みんなでつな

Ｇｏ！かい～」を開催します。

　ぜひこの機会に、男女共同参画について一緒

に考えてみましょう！

□開催日　１月 26 日（土）

□時　間　13 時～ 16 時 20 分

□場　所　松島総合センター「アロマ」ホール

□講　演　野原　すみれ氏

　　　　　『正々堂々がんばらない介護』著者

□その他　
　○大矢野中学校吹奏楽団による演奏

　○姫戸図書館ボランティア「おはなし　ぽっかぽか」

　　による本の読み聞かせ

　○天草人権擁護委員協議会による寸劇

□問合せ先　総務課総括係　☎ 0964（56）1111

※市民の皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

上天草市男女共同参画フォーラム

～ み ん な で　 つ な G
ごー

o ！ か い ～

１月 24日～ 30日の１週間は「上天草市男女共同参画週間」です！

【問合せ先】　水道局

☎ 0969（58）2111
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国民年金保険料は社会保険料
控除の対象になります

□社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書について

　国民年金保険料は、所得税および

住民税の申告において全額が社会保

険料控除の対象となります。その年

の１月１日から 12 月 31 日までに納

付した保険料が対象です。

　この社会保険料控除を受けるため

には、納付したことを証明する書類

の添付が義務付けられています。

　このため、平成 24 年１月１日から

９月 30 日までの間に国民年金保険料

を納付された方については、「社会保

険料（国民年金保険料）控除証明書」

が本年 11 月上旬に日本年金機構本部

から送付されておりますので、年末

調整や確定申告の際には必ずこの証

明書（または領収証書）を添付して

ください。

　また、10 月１日から 12 月 31 日ま

での間に今年はじめて国民年金保険

料を納付された方については、翌年

の２月上旬に送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を

納付された場合も、ご本人の社会保

険料控除に加えることができますの

で、ご家族あてに送られた控除証明

書を添付のうえ申告してください。

　「社会保険料（国民年金保険料）控

除証明書」についてのご照会は控除

証明書のはがきに表示されている番

号にお問い合わせください。

□問合せ先
●控除証明書専用ダイヤル
（平成 25 年３月 15 日まで）

　☎ 0570-070-117　( ナビダイヤル )

　☎ 03-6700-1130

（050 または 070 から始まる電話で

おかけになる場合）

ねんきんで笑顔

市のデータ
人 　 口　	30,900人（ー30）
男 　 性　	14,529人（ー22）
女 　 性　16,371人（ー 8）
世 帯 数　	12,209戸（ー10）
市の面積	 					126.15㎢

平成24年11月30日現在（　）は前月比

【新年恒例の大抽選会】
　今年もやります新年恒例の大抽選会！！

　スパ・タラソ天草では、新年１月２日、３日の２日間、毎年恒例の

大抽選会を開催します。参加料は１回につき 500 円。空クジなしで１

人何度でも参加可能です。豪華な商品をたくさんご用意しております

ので、皆さま、ふるってご参加ください。ただし、商品がなくなり次第、

終了となりますのでお早めに。

スパ・タラソ天草からのお知らせ

元気海プールでリフレッシュ

ちょっと一息
　年末年始は、仕事に忘年会、新年会と忙

しい日が続きますね。お休みの日は家で

ゆっくりするのも良いですが、疲れている

時こそ、スパ・タラソ天草の元気海プール

でリフレッシュしませんか。ゆっくりマイ

ペースでウォーキングやアクアビクスで汗

を流した後は、酸素カプセルがおすすめ。

大気の２倍もの酸素濃度の中でゆっくりリ

ラックスタイムを過ごす休日も良いです

よ。酸素カプセルの利用料金もキャンペー

ン価格継続中です。

○酸素カプセル　45 分→ 1000 円

　　　　　　　　60 分→ 1500 円

○問合せ先　スパ・タラソ天草　☎ 0964（56）1126

【年末年始および休館日のご案内】
○ 12 月 31 日（月）～平成 25 年１月１日（火）お休み

○平成 25 年１月８日（火）・１月 22 日（火）休館日

12 月 16日（日）は
第 46回衆議院議員総選挙の投票日です

　この選挙は国政を託す人を選ぶ大切な選挙です。皆さんの貴重な一票を、

棄権することがないよう、必ず投票しましょう。

投票日 12 月 16 日（日）

投票時間 午前 7時 ～ 午後 6時

投票所
郵送された入場券に記載してありますのでご確認ください。

（全 29 投票所）

※上天草市選挙管理委員会から郵送された「入場券」を持参のうえ、指定さ

れた投票所において投票してください。なお、入場券を「紛失等」された

方でも、選挙人名簿に登録されている人であれば投票できますので、その

旨受付に申し出てください。

【問合せ先】上天草市選挙管理委員会（市役所大矢野庁舎 2階総務課内）

　　　　　  ☎ 0964（56）1111

投票に行く前に「投票所の確認」を投票に行く前に「投票所の確認」を
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お知らせ

農業委員選挙人名簿の調製について

　農業委員選挙人名簿は、毎年有権者からの申請に基づき１月１日現在で調製されます。今年も 12 月中旬に

各地区の区長さんを通じて農業者へ申請書を配布しますので、１月８日までに区長さんへ提出してください。

■資格要件　選挙権・被選挙権は次の①～③の要件を満たす者に与えられます。

①上天草市に住所を有し、満 20 歳以上で、10 アール以上の農地を耕作している。

②①の同居の親族または配偶者で、年間 60 日以上耕作している。

③ 10 アール以上の農地を耕作する農業生産法人の組合員、社員または株主で、年

間 60 日以上耕作している。

　これらの選挙権、被選挙権を有する者で、市選挙管理委員会が毎年３月 31 日に

確定する「農業委員選挙人名簿」に登載された者が、農業委員選挙で投票するこ

とができます。

　なお、選挙人名簿への登載は申請を原則としています。

※農業委員選挙は公職選挙法を準用しています。

※現在 21 人の農業委員が優良農地の確保、有効利用、担い手育成等に活躍しています。

■問合せ先　農業委員会事務局　☎ 0964（56）1111

今冬における節電のお願い
　日頃より、節電にご協力いただき大変ありがとうございます。

　当社は、現在、すべての原子力発電所が運転を停止しており、今冬の電力安定供給のため最大限の努力を行っ

ておりますが、発電設備の計画外停止等を踏まえると、依然として電力需給は厳しい見通しです。

　このため、お客さまには、ご不便とご迷惑をお掛けし誠に申し訳ございませんが、今冬におきましても下記の

とおりの節電にご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

■３月 29 日（金）までの平日８時～ 21 時について、お客さまの生活・健康や経済活動に支障のない範囲で、昨

年冬にお取り組みいただいた相当の節電に、ご協力をお願いします。

※年末年始 12 月 31 日（月）～１月４日（金）を除く

○エアコン ･ 電気カーペット ･ 電気こたつ等の控え過ぎによる体調不良に気をつけて無理のない範囲で節電をお

願いします。

○特に、高齢者、乳幼児、ご病気の方がいらっしゃるご家庭においては、十分にお気をつけください。

○節電を意識しすぎるあまり、衛生面および安全面で不適切なものとならないようご注意ください。

エアコン
30％

照明
13％

冷蔵庫
11％

テレビ
6％

その他
18％

待機電力 5％
洗濯・乾燥機 2％
ジャー炊飯器 2％
パソコン 2％
電気こたつ 1％
食器洗い乾燥機

2％

電気ポット 2％
温水便座 2％
電気カーペット

4％

【通常、エアコンを使用されるご家庭】

照明
19％

冷蔵庫
16％

テレビ
9％

その他
26％

待機電力
7％

洗濯・乾燥機 2％
ジャー炊飯器 2％
パソコン 2％
電気こたつ 2％
食器洗い乾燥機

3％

電気ポット 3％
温水便座 3％
電気カーペット

6％

【通常、ガス・石油ストーブ等を使用するご家庭】

【出典：資源エネルギー庁推計】

【問合せ先】九州電力株式会社
　　　　　　宇城営業所
　　　　　　☎ 0120（986）605

ご家庭における冬の夕方（19 時頃）の消費電力（例）
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今日からさっそく

「 入 浴 」
　入浴は、体の汚れを洗い流すだ

けでなく、体を温め疲れをとって

くれます。また、心を癒す効果が

あるとも言われています。一方で

高齢者が入浴する際に、全国で多

くの事故が発生していますので、

以下の点にご注意ください。

○熱いお湯に入らない
　熱いお湯につかると、血圧が上

昇します。しかし、しばらくつか

っていると今度は血圧が下がりま

す。急激な昇降がきっかけとなり、

脳貧血などが起こり、浴槽で意識

を失うことがあります。

○温度差にご注意
 寒い脱衣場で服を脱ぎ、熱い湯

につかると、血圧が上昇して脳卒

中などをおこす危険があります。

入浴前に脱衣場や浴室をあらかじ

め暖め、温度差を少なくするよう

にしましょう。

○「足浴」がおすすめです
　お風呂に入ることが難しい人

や、病中病後の人、若い人でも寒

いときには「足浴」がおすすめで

す。「足浴」は「全身浴」と同じ

効果があるとも言われています。

「頭寒足熱」と言いますし、この

冬試してみてはいかがでしょう

か。

【問合せ先】
　上天草市地域包括支援センター

　（松島庁舎）

　☎ 0969（28）3360

年末年始の可燃ごみ収集、清掃センターへの
ごみの直接持ち込み、し尿収集について

　年末年始の可燃ごみ収集、清掃センターへのごみの直接持ち込み、し尿収

集の日程は、以下のとおりです。ごみの収集につきましては、ごみ収集カレ

ンダーのとおり 12 月 31 日から平成 25 年１月３日までは収集がありません。

　なお、大矢野町の登立地区、松島町の合津地区、龍ヶ岳町の樋島・高戸①

地区では、12 月 30 日（日）に可燃ごみの特別収集を実施します。

　市民の皆さまには、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

可燃ごみ収集

大矢野町 平成 24年
最終収集日

平成 25年
初収集日

維和、湯島、上、中地区 12 月 28 日（金） １月４日（金）

登立地区 12 月 30 日（日） １月７日（月）

松島町 平成 24年
最終収集日

平成 25年
初収集日

合津西・東地区 12 月 30 日（日） １月７日（月）

阿村、今泉、
内野河内、教良木地区

12 月 28 日（金） １月４日（金）

姫戸町 平成 24年
最終収集日

平成 25年
初収集日

全地区 12 月 28 日（金） １月４日（金）

龍ヶ岳町 平成 23年
最終収集日

平成 24年
初収集日

樋島、高戸地区①※１ 12 月 30 日（日） １月７日（月）

大道、高戸地区②※２ 12 月 28 日（金） １月４日（金）

※１　高戸地区①：東風留、白浜、下貫　
※２　高戸地区②：高串、小屋河内、脇浦、瀬戸

清掃センターへのごみの直接持ち込み
12 月 28 日
（金）

29 日
（土）

30 日
（日）

31 日～ 1月３日
（月）～（木）

４日
（金）

終了時間 16時 15 時 12 時 休み 16 時
可燃ごみ ○ ○ ○

休み

○

資源ごみ ○ ○ ○ ○

不燃物 ○ × × ○

粗大ごみ ○ × × ○

　例年 12 月下旬は、ごみの持込みが集中し、大変混雑します。大掃除など
で出る粗大ごみや不燃ごみは、この時期を避け、早めに持ち込まれることを
お勧めします。

　し尿収集
12 月 28 日
（金）

29 日
（土）

30 日～ 1月４日
（日）～（金）

５日
（土）

６日
（日）

７日
（月）

大矢野町 ○ ○ 休み ○ 休み ○

松島町 ○ 休み ○

姫戸・龍ヶ岳町 ○ ○ 休み ○ 休み ○

●問合せ先
○環境衛生課衛生係　　☎ 0964（26）5524

○清掃センター　　　　☎ 0969（57）0161
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上天草市に在住している1～３歳のお子

さんで①住所②子どもの氏名③ふりが

な④生年月日⑤保護者の氏名⑥子ども

に対するコメント（30字以内・どなたか

らでも結構です）⑦連絡先を添えて上

天草市市長公室広報係（〒869ー3692

上天草市大矢野町上1514）まで送ってく

ださい。なお、写真の裏面には、お子

さんのお名前を記入してください。応募

多数の場合は、先着順に掲載となりま

すのでご了承ください。
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かわいい子どもの写真を

募集しています！
かわいい子どもの写真を

募集しています！
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 http://www.kamiamakusa-c.kumamoto-sgn.jp/

環境保護印刷の
水なし印刷で
印刷しています。

上天草観光循環バス「パライゾストローリー」

　　　　　の魅力をお伝えします

　上天草市では、「A 列車でいこう」等を利用し

て本市を訪れる観光客の利便性の向上を図るた

め、上天草観光循環バス「パライゾストローリー」

を運行しています。

 コースについては、さんぱーるを出発し、市内

の主要観光スポットを巡るコースとなっており、

本市の歴史や文化、また日本三大松島の一つ「天

草松島」の美しい景観を満喫することができる

とともに、千巌山からの絶景を望むことができ

ます。

　上天草観光ガイドの会がこのバスに乗車し、市

内の歴史、自然、観光名所について心をこめてご

案内しています。おかげさまで観光客の皆さまか

らは大変好評をいただいているところです。

　しかし、市民の皆さまの利用がまだまだ少ない

のが残念です。そこで、市民の皆さまにお願いで

す。この観光循環バスのコースは、本市の歴史や

文化、自然、観光名所など、郷土を知るために大

いに役立つものです。このため、ぜひ、市民の皆

さまも観光循環バスに一度ご乗車いただくととも

に、郷土学習や地域での行事等にご活用いただけ

ればと思います。きっと郷土の魅力を再発見でき

ることと思います。

　　（上天草観光ガイドの会　会長　大澤健二）

○運行に関する問合せ先

　産交バス (株 )三角営業所　☎ 0964（52）3135

　上天草市役所企画政策課　　☎ 0964（26）5511

パライゾ日記


